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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 電子データ交換 （EDI） の概要と、 BEA WebLogic 
Adapter for Power.Enterprise! 3.1 を使用して、 BEA WebLogic Integration 環境の 
EDI を用いた ト レーディング  パートナとの相互通信を実現する方法について説
明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「EDI の背景情報」 では、 EDI システムおよび EDI 標準の背景情報に
ついて説明します。

� 第 2 章 「アーキテクチャ」 では、 EDI Integration の構造と、 それを構成する
コンポーネン ト について説明します。

� 第 3 章 「BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1」 では、 本製品を
インス トールおよびコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法について説明します。

� 第 4 章 「Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 BEA WebLogic 
Integration および BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1. と相互運
用できるよ うに BEA EDI Connect for WebLogic Integration （個別に購入でき

ます） をコンフ ィ グレーシ ョ ンする方法について説明します。

� 第 5 章 「EDI Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 EDI Integration の
エンド  ツー エンドのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う ための要件について説明

します。

� 第 6 章 「EDI のサンプル」 では、 単純な Purchase Order ビジネス  プロセス
のサポートに EDI を使用したサンプル シナリオのコンフ ィグレーシ ョ ンお

よび操作方法について説明します。

� 第 7 章 「Power.Enterprise! チューニング  ガイ ド」 では、 Power.Enterprise! ソ
フ ト ウェアをチューニングして、 デプロイ メ ン ト環境におけるパフォーマン

スを向上させる方法について説明します。
WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド vii



対象読者

このマニュアルは、 EDI Integration をデプロイおよび実装するビジネス アナリ ス

ト とシステム管理者を対象と しています。 読者が EDI およびネッ ト ワークの概
念について基本的な知識を持ち、 WebLogic Integration 環境に精通しているこ と
を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示してくださ

い。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから

このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ トで入手できま

す。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分）

を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュ

アルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト

（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
viii WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド



関連情報

EDI および EDI 標準の概要については、以下の Web サイ ト を参照して ください。

� Accredited Standards Committee X12 の Web サイ ト

（http://www.x12.org/）

� UN EDIFACT の Web サイ ト

（http://www.unece.org/trade/untdid/welcome.htm）

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 BEA  WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ
メ ン ト をご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSUPPORT (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ 
サポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法について
は、 製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されて
います。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン
WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド ix



� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ

キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド



すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド xi
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1 EDI の背景情報

この章では、 電子データ交換 （EDI）、 各種の EDI 標準、 および BEA の EDI 
Integration の概要について説明します。 この章の内容は以下のとおりです。

� EDI の概要

� EDI 標準

� BEA WebLogic EDI Integration のアーキテクチャ

EDI の概要

電子データ交換 （EDI） は、 1970 年代末に米国および西欧で整備された共通の
データ  フォーマッ ト標準のセッ ト です。 米国規格協会 （American National 
Standards Institute: ANSI） は EDI 標準の X12 セッ ト の作成開始を主催しました
が、 その目的は、 以下のよ う な特徴を持つ国家的に認められるデータ  フォー
マッ ト の集合を確立するこ とでした。

� ハードウェアに依存しない

� あいまいではな く、 すべての ト レーディ ング  パートナが使用できる

� データ交換のために要求される労働集約的な作業の量を減らす （たとえば、

データ入力の必要を減らす）

� データの送信側で交換を制御でき、 受信者によって ト ランザクシ ョ ンが受信

されたかど うか、 およびいつ受信されたかを知る こ とができる

この標準の初期の定義を主催した後、 ANSI は X12 標準の保守および展開のため
に Accredited Standards Committee (ASC) を設立しました。 結果と して生まれた  
X12 標準では、 受注および処理、 発送および受領、 請求、 支払など多様なビジ
ネス  ト ランザクシ ョ ンで使用するためのデータ  フォーマッ トおよびエンコー
ディ ング  ルールが定義されています。 
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1 EDI の背景情報
単一の国際的な EDI 標準を作成する目的で、 United Nations/Economic 
Commission for Europe (UN/ECE) の Working Party on Facilitation of International 
Trade Procedures によ り  UN/EDIFACT 系の標準が作成されました。 EDIFACT の
構文は、 1987 年に国際標準化機構 （ISO） によ り採用されました。

X12 標準および EDIFACT 標準は、 同様な機能を提供します。 X12 標準の方が古
く、 よ り成熟しています。 X12 には、 EDIFACT にはまだない機能が用意されて
います。 しかし、 こ う した用意されていない機能のほとんどは、 EDIFACT 標準
でも開発中です。

X12 と  EDIFACT の主な相違は、 基盤となるデータ構造にあ り ます （た とえば、

データ要素やデータ  セグ メン ト ）。 X12 および EDIFACT の間に、 データ要素の 
1 対 1 対応はあ り ません。 1 つの EDIFACT データ要素を表現するために複数の 
X12 データ要素が必要な場合もあ り ます。

アーキテクチャの概要

X12 標準および EDIFACT 標準は、 メ ッセージ要素構造の階層のセッ ト です。 各
階層の下に、 簡単なデータ構造が結合されてさ らに複雑なデータ構造を形成して

います。 各メ ッセージ構造の階層の上部には、 ト レーディ ング  パートナ同士で
交換される情報単位が配置されます。 

データ  セッ ト ご とに、 異なる階層およびデータ構造が定義されています。 たと
えば、 X12 997 メ ッセージ （Functional Acknowledgement） と  X12 810 メ ッセー
ジ （Invoice） は大幅に異な り、 また両者の要件は X12 130 メ ッセージ （Student 
Educational Record、 つま り成績証明書） の要件とは異な り ます。

メ ッセージ構造

各 EDI 標準の基盤には、 シンプル データ要素の辞書があ り ます。 シンプル デー
タ要素は X12 または EDIFACT 標準で最も小さな名前付き項目を表します。 た
とえば修飾子、 値、 あるいは説明などです。 

シンプル データ要素には、 たとえば次のものがあ り ます。 

� インボイス発行日

� 許容重量
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EDI の概要
� 為替レート

� 危険物分類

� 測定単位コード （ポンド、 ダース、 立方フ ィー ト 、 ガロンなど）

また、 X12 標準はコンポジッ ト  データ要素も定義します。 コンポジッ ト  データ
要素はシンプル データ要素のセッ ト で、 単一の名前付き項目を表します。 たと
えば、 X12 130 のメ ッセージでは、 1 枚の書類について実行されるアクシ ョ ンの
識別にコンポジッ ト  データ要素 C002 が使用されます。 C002 は 5 つのシンプル 
データ要素から成り ます。 各シンプル データ要素は、 1 つの必要なアクシ ョ ンを
識別するコードです。 

データ要素が機能ごとに関連する単位にグループ化される と、 データ  セグ メ ン
ト と呼ばれます。 データ  セグ メ ン ト の例と して地理的な位置のアドレスを挙げ
る と、 このセグメ ン ト には都市名、 州または郡の名前、 郵便番号、 および国コー

ドのデータ要素があ り ます。 データ  セグ メ ン トは X12 のセグメ ン ト  ディ レク ト
リで定義されています。 このディ レク ト リには、 各データ  セグ メ ン ト を構成す
るデータ要素が必要順に リ ス ト されています。

一方、 データ  セグメ ン トは ト ランザクシ ョ ン セッ トにグループ化されます。 ト
ランザクシ ョ ン セッ トは、 ト レーディ ング  パートナによって交換される情報の
セッ ト の最小単位です。 これによって、 た とえば発注書や送付状のよ う な共通の

ビジネス  ドキュ メ ン トが表されます。 ほとんどの ト ランザクシ ョ ン セッ トは 3 
つの領域 （テーブルと呼ばれる） に区分されます。 各領域が、 出力される ドキュ

メ ン ト の一部分と対応します。

� テーブル 1 である ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  ヘッダはヘッダ領域で、 ト ラン
ザクシ ョ ン全体に関係する情報が入り ます。 

� テーブル 2 は詳細の領域で、 1 つ以上のデータ  セグ メン ト から成り ます。 た
とえば、 発注書の行の各項目が、 詳細の領域に入り ます。 

� テーブル 3 である ト ランザクシ ョ ン  セッ ト  ト レーラは集計の領域で、 1 つ
のト ランザクシ ョ ン セッ トに使用されているデータ  セグ メン ト の数といっ
た情報が入り ます。 
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1 EDI の背景情報
図 1-1   ト ランザクション セッ トの構造

ト ランザクシ ョ ン セッ トは出力される ドキュ メ ン ト を表しますが、 EDI ト ラン
ザクシ ョ ンで交換される情報単位ではあ り ません。 類似している ト ランザクシ ョ

ン セッ トは、 機能グループに分類されます。 たとえば、 A 社が B 社に 2 つの見
積も り要求書 （RFQ） と  5 つの発注書 （PO） を送信する場合は、 2 つの RFQ が 
1 つの機能グループにま とめられ、 5 つの PO は別の機能グループにま とめられ
ます。 その後で、 特定の ト レーディング  パートナ向けのすべての機能グループ
が、 EDI インターチェンジと呼ばれる情報単位にま とめられます。 ト レーディン
グ  パートナ間で転送されるのは、 このインターチェンジです。 

いつでも利用できる高速ネッ ト ワークの到来によ り、 多くの EDI システム リア
ルタイム EDI インターチェンジへと移行し、 各ト ランザクシ ョ ン  セッ ト を ト
レーディング パートナへ転送する処理は、 可能であれば、 ト ランザクシ ョ ン  
セッ トが EDI システムに個別の EDI インターチェンジと して到着した時点で行
われるよ うにな り ました。 旧来のシステムでは、 ト ランザクシ ョ ン  セッ ト がま
とめられて、 1 つまたは複数のコンポジッ ト  EDI インターチェンジと して転送さ
れました。 EDI は電子商取引市場に幅広 くそして深 く浸透しているので、 ト レー
ディ ング パートナとの間で新旧どちらの状況にも遭遇する可能性があ り ます。

インターチェンジの機能グループは、 インターチェンジのヘッダおよびト レーラ

の内部にラ ップされます。 ヘッダには次の制御情報が入り ます。 

� インターチェンジの送信者および受信者
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EDI の概要
� インターチェンジの日付および時刻

� インターチェンジの標準およびバージ ョ ン

� 認証およびセキュ リティの情報

� インターチェンジを追跡するための一意な制御番号

ト レーラによ り インターチェンジの末尾が示されます。 ト レーラにはインター

チェンジ内の機能グループの総数が示されるほかに、 ヘッダで指定された一意な

インターチェンジ制御番号が繰 り返されます。 

次の図は、 以上のすべてが合わさって X12 EDI メ ッセージを形成する様子を示
します。 EDIFACT および TRADACOMS のメ ッセージも、 同一ではないものの
類似した メ ッセージ構造を使用します。

図 1-2   X12 のメ ッセージ構造

他の電子商取引標準との相違

EDI 以外の電子商取引標準、 たとえば RosettaNet や BizTalk は最新のテク ノ ロジ
を活用できるよ うに設計されていますが、 それらにも制限事項はあ り ます。 

一般に、 こ う した電子商取引標準には以下の要件があ り ます。 

� 標準の転送プロ ト コルと して HTTP または HTTPS、 あるいはその両方を使
用する

� データをパッケージする方法と して XML を使用する
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1 EDI の背景情報
� ト レーディ ング パートナへの リアルタイム アクセス

� データグラムあた り  1 つのト ランザクシ ョ ンの配信をサポートする構造

さ らに、 これらの標準は比較的新しいために、 一般的には小さな業界セグ メ ン ト

に適用が限定され、 使用できる ト ランザクシ ョ ン  メ ッセージの数も比較的少な
く な り ます。 しかし、 これらの電子商取引標準は発展の速度が比較的速 く 、 新し

い機能も次々と追加されています。 

対照的に、 最も一般的な X12、 EDIFACT、 および TRADACOMS などがある  
EDI は、 確立された多様な標準を提供します。 これらの標準は多様な ト ランザク
シ ョ ン タイプを提供して、 幅広い業界および政府機関のセグ メ ン トに対応しま
す。 

EDI 標準

現在、 主要な EDI 標準は 3 つあ り ます。 X12、 EDIFACT、 および 
TRADACOMS です。

X12

X12 標準は、 ANSI による  Accredited Standards Committee
（http://www.x12.org/） によって保守されています。 この標準は、 主に米国お

よびカナダで使用されています。 米国連邦政府は、 すべての EDI 実装標準の 
Federal レジス ト リ を連邦政府で使用されている とおりに保守する目的で、
National Institute of Standards and Technology を設立しました。 詳細については、
Web サイ ト （http://snad.ncsl.nist.gov/dartg/edi/fededi.html） を参照
して ください。

X12 標準の新規 リ リースは、 技術的なアップデート と新しい EDI ト ランザク
シ ョ ンが追加された上で定期的に公開されています。
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EDIFACT

EDIFACT 標準は United Nations/Economic Commission for Europe （UN/ECE） お
よび国際標準化機構 （ISO） によって保守されています
（http://www.unece.org/trade/untdid）。 EDIFACT 標準は、 主に欧州で使用
されています。

TRADACOMS

TRADACOMS 標準は、 ANA （Article Numbering Association） によって開発お
よび保守されています。 TRADACOMS 標準は、 主に英国の小売業界で使用され
ています。 

BEA WebLogic EDI Integration のアーキテ
クチャ

BEA では、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! （BEA WebLogic 
Platform に付属） および BEA EDI Connect for WebLogic Integration
（Power.Enterprise! と して個別購入が可能） とい う  2 つのコンポーネン トによる
オプシ ョ ンの EDI サポート を用意しています。

注意 : BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! は、 Power.Enterprise! 3.0 と  
3.1 バージ ョ ンの両方をサポート しています。

図 1-3 は、BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! および BEA EDI Connect 
for WebLogic Integration が協調して WebLogic Integration を ト レーディング パー
トナの EDI システムで使用できるよ うにする図式を示します。
WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド 1-7



1 EDI の背景情報
図 1-3   BEA EDI Integration のアーキテクチャ

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise!

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! は、 WebLogic Integration と  
Power.Enterprise! ソフ ト ウェアの間のゲート ウェイを提供します。 BEA 
WebLogic のテク ノ ロジで定義する標準的なアプ リ ケーシ ョ ン統合イベン トおよ
びサービスを使用すれば、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! では以下
のこ とができます。

� Power.Enterprise! を使用して、 ト レーディ ング  パートナと  XML ドキュ メ ン
ト を交換する

� Power.Enterprise! を使用して、 ト レーディ ング  パートナから ドキュ メ ン ト を
受信する

BEA EDI Connect for WebLogic Integration

BEA EDI Connect for WebLogic Integration （個別購入が可能です） は 3 つのコン
ポーネン トから成る一式です。 

� Power.Server!

� Power.Map!

� Power.Manager!

これらのコンポーネン ト を使用して、 EDI から  XML へのドキュ メ ン ト  マップを
定義した り、 ト レーディング  パートナとの関係を管理した り、 EDI メ ッセージ
の送信および受信を処理した りできます。
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2 アーキテクチャ

以下の節では、 EDI Integration のアーキテクチャについて、 BEA WebLogic 
Adapter for Power.Enterprise!、 Power.Enterprise! ソフ ト ウェア、 および VAN/
ネッ ト ワーク接続に関する情報も含めて説明します。

� EDI Integration のアーキテクチャ

� Power.Enterprise! のアーキテクチャ

� VAN および Network との接続

EDI Integration のアーキテクチャ

BEA では、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! （BEA WebLogic 
Platform に付属） および BEA EDI Connect for WebLogic Integration
（Power.Enterprise! と して個別購入が可能） とい う  2 つのコンポーネン トによる
オプシ ョ ンの EDI サポート を用意しています。

注意 : BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! は、 Power.Enterprise! 3.0 と  
3.1 バージ ョ ンの両方をサポート しています。

図 2-1 は、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! および Power.Enterprise! 
ソフ ト ウェアが協調して WebLogic Integration を ト レーディ ング  パートナの EDI 
システムで使用できるよ うにする図式を示します。
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図 2-1   BEA EDI Integration のアーキテクチャ

EDI アダプタはアプ リ ケーシ ョ ン統合を使用して WebLogic Integration で XML 
ドキュ メ ン ト を Power.Enterprise! と交換できるよ うにしますが、 この交換では 
RMI メ ッセージ渡しが使用されます。 

Power.Enterprise! の Power.Server! コンポーネン トは、 EDI Integration に EDI 
メ ッセージを変換、 送信、 および 受信する機能を提供します。 Power.Enterprise! 
は、 個別のト レーディ ング パートナとのすべての EDI ト ランザクシ ョ ンを リア
ルタイムに解決するために、 ランタイム、 管理、 およびマッピングのツールを提

供します。 

Power.Enterprise! のアーキテクチャ

Power.Enterprise! は、 統一された、 Java ベースの作業環境を提供して、 ドキュ メ
ン トの送信先を適切な EDI ドキュ メ ン ト にマップした り、 ト レーディ ング  パー
トナとの関係を管理した りできるよ うにします。 この環境は 3 つのコンポーネン
トから成り ます。

� Power.Server!: この Java ベースの実行時サーバは、 EDI メ ッセージ  ト ラ
フ ィ ッ クのためのディ スパッチおよび受信のサービスを提供します。

Power.Server! は、 Power.Manager! で定義されている ト レーディ ング  パート
ナとの ト ランザクシ ョ ンを実行します。 受信および送信メ ッセージは、

Power.Map! で指定された定義に従って変換されます。 

� Power.Manager!: このアプ リ ケーシ ョ ンを使用する と、 複数のマシンにわた
る複数の Power.Server! インスタンスの管理が、 すべての ト レーディング  
パートナについて ト レーディ ング  パートナの関係および接続情報を定義する
こ とで可能になり ます。
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� Power.Map!: このアプ リ ケーシ ョ ンを使用する と、 使用している各種のデー
タ  フォーマッ ト と一般的な EDI データ構造の間でマップをロード、 作成、
および格納できます。 Power.Map! を使用するこ とで、 簡単な変換の場合に
簡潔なマッピング  ルールを作成した り、 よ り複雑で高度な変換のために式や 
JavaScript を使用した りできます。

機能の概要

Power.Enterprise! は、 メ ッセージの ト ランスフォーメーシ ョ ンおよび配信のため
の完備したソ リ ューシ ョ ンを提供します。

� Power.Server! は、 リアルタイム データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン  エンジン
を提供し、 ANSI X12、 UN/EDIFACT、 および TRADACOMS のデータ  
フォーマッ ト をサポート します。 

� Power.Map! は、 マッピングにド ラ ッグアンド ド ロ ップ機能を提供する拡張
可能なマッピング  ツールです。 また、 Power.Map! では式または JavaScript 
コードを使用してよ り複雑な変換ができます。 

� Power.Manager! はコンフ ィグレーシ ョ ンおよび管理のツールで、 ト レーディ
ング パートナとの関係および単一方向接続のコンフ ィ グレーシ ョ ンを可能に
します。 

Power.Enterprise! には IP レベルで Get2Connect VAN に接続する機能も備わって
いるほか、 さまざまな標準のネッ ト ワーク接続プロ ト コルもサポート していま

す。

サポート される標準

Power.Enterprise! は、 以下の EDI 標準およびデータ標準をサポート しています。

� X12

� EDIFACT

� TRADACOMS

� XML

� フラ ッ ト  ファ イル
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制限事項

現在、 Power.Enterprise! 一式は以下のシステムで使用可能です。

� Power.Server! は、 Windows NT/2000、 Solaris、 HPUX、 および AIX システ
ムで使用可能です。

� Power.Enterprise! が動作するには SQL データベースが必要です。
Power.Enterprise! は、 Oracle 8i （8.1.7 以降）、 Microsoft SQL Server 7.0 また
は 2000、 および IBM DB2 データベースをサポート します。

� Power.Map! および Power.Management! は、 Windows NT/2000 システムでの
み使用可能です。

Power.Map!

Power.Map! は、 Power.Enterprise! で使用可能なデータ  フォーマッ ト  マッピング
機能を定義するツールです。 Power.Map! は、 データを  EDI フォーマッ ト に変換
した り、 その逆の変換をする こ とが可能なため、 Power.Map! でサポート されて
いるあらゆる ドキュ メ ン ト構造標準を選択できる一方で、 各種の標準およびト

レーディング パートナに独自の EDI フォーマッ ト とやり と り を行う機能も保持
しています。

Power.Map! には次の 3 つの項目が必要です。

� ソース  ドキュ メン ト のデータ定義

� 対象のドキュ メ ン ト のデータ定義

� ソース  ドキュ メン ト のデータ と対象のドキュ メ ン トのデータ間の、 リ ンクの
マップ

Power.Map! に定義されていないデータ  フォーマッ ト については、たとえば DTD 
や XSD などのデータ定義を個別に提供する必要があ り ます。 Power.Map! を使用
すれば、 アプ リ ケーシ ョ ン内で XML データ構造を構築した り、 外部で作成され
た DTD およびスキーマをインポート した りできます。 こ う したドキュ メ ン ト を 
Power.Map! にインポート して、 必要なマップを定義する こ と もできます。 

Power.Map! ではデータ定義のために XML の DTD およびスキーマのインポート
がサポート されていますが、 データ  フォーマッ ト をエクスポートする機能はあ
り ません。 ドキュ メ ン ト のフォーマッ ト のインポートのみができます。 このた
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め、 データ  インターチェンジ ドキュ メ ン ト の設計は Power.Map! の外部で行い、
そのドキュ メ ン トのコピーを Power.Map! にインポート してマップを作成する必
要があ り ます。

Power.Map! には標準的な  EDI メ ッセージのほとんどが組み込みの定義と して用
意されていて、 X12、 EDIFACT、 および TRADACOMS のメ ッセージのサポー
ト も含まれています。

マップの作成および保守

Power.Map! を使用する と、 サーバに接続しないオフライン状態でマップを作成、
保守、 およびテス トできます。 これらのマップは、 インポートする ドキュ メ ン ト

定義、 Power.Map! で提供される  EDI ドキュ メ ン ト定義、 およびユーザが定義す
るカスタム定義に基づきます。 Power.Map! を使用する と、 定義したマップをエ
クスポート した り、 別の方法で作成されたマップをインポート した りできます。

ドキュメン トの作成および保守

Power.Server! で使用する ドキュ メ ン ト定義は、 別個に保守される必要があ り ま
す。 Power.Map! は、XML の DTD および XSD のインポートのみをサポート して
います。 これらのドキュ メ ン ト は、 Power.Map! の外部では使用できません。 た
とえば、 これらのドキュ メ ン ト は WebLogic Integration では使用できません。
Power.Map! 以外で作成されたドキュ メ ン ト である必要があ り ます。

さ らに、 使用する  EDI ドキュ メン ト標準に合致しているかを検証する必要があ
り ます。 Power.Enterprise! では多様な標準およびその各バージ ョ ンがサポート さ
れていますが、 使用する特定の ト ランザクシ ョ ン、 標準、 およびバージ ョ ンがサ

ポート されていない可能性もあ り ます。 サポート されていない ト ランザクシ ョ

ン、 標準、 またはバージ ョ ンを使用する場合は、 BEA カスタマ サポート までお
問い合わせください。

Power.Manager!

Power.Manager! は、 サーバおよびト レーディング  パートナとの関係の保守およ
び管理に使用されます。 Power.Manager! を使用する と、 Power.Server! の複数の
インスタンスを、 単一の、 リモートの場所から管理できます。
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2 アーキテクチャ
ト レーディング パートナの保守

Power.Manager! には、 ト レーディ ング  パートナ定義およびそれと関連付けられ
ているデータを保守する機能があ り ます。 こ う した ト レーディング  パートナ定
義は、 EDI Integration に特有のものです。 BEA WebLogic Integration システムの
他のコンポーネン トで共有された り、 使用された りする こ とはあ り ません。

接続

Power.Manager! を使用する と、 複数の同時接続を保守できます。 各接続は、
Power.Server! に入る方向または出る方向、 どちらか一方の情報の流れを定義し
ます。 このため、 一方の接続は、 Power.Server! から  EDI アダプタへのドキュ メ
ン トの RMI 転送を定義するこ とにな り ます。 他方の接続は、 ト レーディ ング 
パートナによって  Get2Connect VAN を通じて送信された EDI ドキュ メ ン ト を 
Power.Server! で受信するこ とを定義するこ とにな り ます。

エクスチェンジ プロファイル

Power.Manager! を使用する と、 ト レーディング  パートナとやり取 りする ドキュ
メ ン トの流れを管理する複数のエクスチェンジ  プロフ ァ イルを定義できます。
各エク スチェンジ プロファ イルは、 以下のよ う な特徴を持つドキュ メ ン ト の単
一のセッ ト を管理します。

� 送り元から送り先へとい う一方向に流れる

� 2 つの接続を含む

� マップを含む

1 つのエクスチェンジ プロフ ァ イルは、 たとえば、 Get2Connect VAN を経由す
る ト レーディ ング パートナからの EDI ドキュ メン ト の受信を管理する接続、
EDI ドキュ メ ン ト を  XML ドキュ メ ン トに変換するマップ、 および生成された  
XML ドキュ メ ン ト を RMI 経由で EDI アダプタへ送信する  2 つめの接続定義など
を含むこ とがあ り ます。

ドキュ メン トのト ラッキング

Power.Manager! は、 ドキュ メ ン ト を リアルタイムでモニタできるロギング、 レ
ポーテ ィング、 およびト ラ ッキングのためのツールを提供しています。
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VAN および  Network との接続
管理

Power.Manager! を使用する と、 複数のサーバを管理できます。 ドキュ メ ン ト の
管理、 ログの表示と コンフ ィ グレーシ ョ ン、 およびサーバ上のエラー処理手順の

指定が、 単一の リモート  アプ リ ケーシ ョ ンで行えます。

VAN および Network との接続

EDI ト ランザクシ ョ ンの多くは、 付加価値ネッ ト ワーク （VAN） と呼ばれる  1 
つまたは複数の専用ネッ ト ワークを通じて実行されます。 VAN は縦割 り または
横割 りの業界セグ メ ン トに合わせて作成およびカスタマイズされます。 たとえ

ば、 以下のよ うにな り ます。 

� General Electric Global Exchange Services (GE GXS) は、 世界最大級の VAN 
です。 GXS は世界中で幅広い VAN サービスを提供し、 100,000 を越える ト
レーディ ング パートナが毎年 1 兆ドルに上る商品およびサービスを交換して
います。

� Telefonica Servicios Avanzados de Informacion (TSAI) は、 横割りの業界セグ
メ ン ト による  VAN の一例です。 TSAI は主にスペイン語圏の VAN で、 多様
な業界にサービスを提供しています。 およそ  12.5 億ドルに上る取引が TSAI 
VAN によって毎年処理され、 これはスペインの EDI ビジネスの 60% に相当
します。

� PaperVan は、 縦割りの業界セグ メ ン トによる  VAN の一例で、 紙業界を扱 う  
VAN です。 ネッ ト ワーキング サービスに加えて、 PaperVan はコンサルティ
ングと実装のサポート も提供しています。

� WalMart は EDI 戦略の一環と して自社専用の VAN を立ち上げ、 製品の購買
と流通の管理を目指しました。 この戦略を実現するために、 WalMart はサプ
ラ イヤに同社の EDI の実装および VAN への接続のための詳細な標準を提供
しました。

EDI を実装する企業の多くが、 専用ネッ ト ワークまたはインターネッ ト を経由し
た ト ランザクシ ョ ンの直接処理も試みています。 こ う した実装の実地試験によ

り、 インターネッ ト上のセキュ リテ ィが問題にはならないこ とが示されていま

す。 
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Power.Enterprise! は、 以下の通信オプシ ョ ンをすべてサポート しています。 以下
の接続方式のいずれかを使用しているパートナと ト ランザクシ ョ ンを実行できま

す。

� 専用 VAN、 Cleo A+ ソフ ト ウェアを使用

� 直接ネッ ト ワーク接続を経由

� インターネッ ト を経由 （HTTP、 HTTPS、 および FTP 接続のすべてがサポー
ト されている）

� Get2Connect VAN を使用 （組み込みでサポート ）

Power.Enterprise! は、特定の業界向けではない Get2Connect.net とい う汎用 VAN 
への接続を提供しています。

他の VAN へ接続するために、 Power.Enterprise! には Cleo A+ の試用ラ イセンス
も含まれています。 Cleo A+ は Windows システム用の通信パッケージで、 非同
期通信をサポートするマイ ク ロ  コンピュータ、 ミニ コンピュータ、 およびメ イ
ンフレーム コンピュータ とのフ ァ イル交換を可能にします。 
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3 BEA WebLogic Adapter for 
Power.Enterprise! 3.1

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1 は、BEA WebLogic Integration で
のアプ リ ケーシ ョ ン統合機能の実装です。 BEA WebLogic Adapter for 
Power.Enterprise! によって、 XML メ ッセージの送受信が可能にな り ます。 この 
XML メ ッセージは、 Power.Enterprise! で EDI メ ッセージに変換された り、 EDI 
メ ッセージから  XML メ ッセージに戻された り します。 この付録の ト ピ ッ クは以
下のとおりです。

� Application Integration の概要

� BEA WebLogic Integration Studio へのアダプタ  プラグインの使用

� 例外処理

Application Integration の概要

BEA WebLogic Integration の説明については、 『Application Integration 入門』 を
参照して ください。 アプ リ ケーシ ョ ン統合機能の実装および使用の詳細について

は、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

BEA WebLogic Integration の統合ソ リ ューシ ョ ンは、 エンタープライズの内部お
よびエンタープライズ間のどちらの接続アプ リ ケーシ ョ ンについても、 現行およ

び将来の標準をサポート しています。 BEA WebLogic Integration は、 通信のエン
ドポイン ト を定義する方法を提供します。 通信のエンドポイン ト をプロセス  フ
ローに追加するには、BEA WebLogic Integration の Business Process Management 
(BPM) 機能を使用するか、 完全な統合ソ リ ューシ ョ ンを形成する独自のプログ
ラムを使用する こ とにな り ます。
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3 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1
以前に説明したとおり、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! は、 BEA 
WebLogic Integration で提供される統合機能を使用して実装されています。 この
章では、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! に適用される こ う した機能
について説明します。

アプリケーション ビュー

メ ッセージ レベルのエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン統合を実現するために
は、 各アダプタごとにばく大な数のアプ リ ケーシ ョ ン ビューを作成するこ とに
なる可能性があ り ます。 1 つのアプリ ケーシ ョ ン ビューは、 1 つのアダプタ上の
ビジネス機能のセッ ト を定義します。 このアプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 関係す
るアダプタを介して、 特定のビジネス用途のイベン トおよびサービスをサポート

します。

� イベン トは、 アプ リ ケーシ ョ ンによって生成される メ ッセージをパブリ ッ

シュおよびサブスク ラ イブのモデルに合わせて管理できるよ うにします。

� サービスは、 ユーザによって呼び出されるビジネス機能です。 サービスの呼

び出しによって、 メ ッセージは要求 /応答モデルに合わせて送信されるよ う
にな り ます。 

イベン トおよびサービスの両方について、 要求および応答は XML ドキュ メ ン ト
の形式でシステムまで送られます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューの詳細については、
『Application Integration 入門』 の 「統合フレームワーク」 を参照して ください。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! のビューは、 複数のアプ リ ケーシ ョ
ン ビューを提供し、 各ビューにはユーザ定義が可能な複数のサービスおよびイ
ベン トがあ り ます。 サービスおよびイベン トの両方と もが XML スキーマによっ
て定義され、 データを  XML の形式で送信します。 この方式によ り、 任意の 
XML 対応コンポーネン ト、 たとえば WebLogic Integration であれば、 BEA 
WebLogic Adapter for Power.Enterprise! を使用して Power.Enterprise! と通信する
こ とができます。 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! のアプ リ ケーシ ョ
ン ビュー、 サービス、 およびイベン ト の管理には、 WebLogic Application 
Integration アダプタのホーム ページを使用します。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! が Power.Enterprise! と共に正常に動
作するためには、 そのよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 また、

アダプタのサービスおよびイベン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要もあ り ま

す。 
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Application Integration の概要
こ う したコンフ ィ グレーシ ョ ン作業を支援するために、 BEA WebLogic Adapter 
for Power.Enterprise! のアプ リ ケーシ ョ ン ビューには 3 つの Java Server Pages
（JSP） が用意されています。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! の
コンフ ィグレーション

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! が Power.Enterprise! と通信するため
には、 適切な通信情報をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 手順は、 次

のとおりです。

1. BEA WebLogic Integration Application View Console で、 [Define New App 
View] を選択します。 [Define New Application View] 画面が表示されます。

図 3-1   [Define New App View] の JSP
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3 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1
2. [Configure Connection] を選択します。 [Configure Connection Parameters] の 
JSP が表示されます。

図 3-2   [Configure Connection Parameters] の JSP

3. Power.Server! があるシステムのホス ト名または IP アドレスを入力します。

4. Power.Enterprise! での RMI 通信に使用されるポートの番号を入力します。 デ
フォル トは 1099 です。

5. [Connect to EIS] を選択します。 

6. [Add Service] をク リ ッ ク し、 「サービスのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の手順に
従って、 エクスポーズする必要があるすべてのサービスを定義します。

7. [Add Event] をク リ ッ ク し、 「イベン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 の手順に
従って、 エクスポーズする必要があるすべてのイベン ト を定義します。
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Application Integration の概要
図 3-3   [Configuration Administration] の JSP

8. 要件に基づいて接続条件を設定します。 こ う した条件の多くは、 システム  コ
ンフ ィグレーシ ョ ン と既に入力された情報に基づいて自動的に生成されま

す。

手順を済ませたら、 [Continue] を選択します。 [Deploy Application View] 
ウ ィ ンド ウが表示されます。
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図 3-4   [Deploy Application View] の JSP

9. 必要なパラ メータをすべて設定してから、 [Deploy] を選択します。 コンフ ィ
グレーシ ョ ンされたアプ リ ケーシ ョ ン  ビューがデプロイ されます。

注意 : 必ず、 Power.Server! を起動してから  WebLogic Integration または 
WebLogic Server を起動して ください。 WebLogic Integration のコネク タ
は初期化の時点で Power.Server! のアクティブなインスタンスがある こ と
を前提にしているため、 初期化の際に Power.Server! が実行中でないと例
外を送出します。

イベント

イベン ト には、 発生したイベン トに関心があるアプ リ ケーシ ョ ン  ビューによっ
てパブリ ッシュ される  XML ドキュ メ ン ト が含まれます。 イベン トの通知が必要
なク ライアン トは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューにイベン トへの関心を登録します。
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Application Integration の概要
アプ リ ケーシ ョ ン ビューによってパブリ ッシュ されたイベン ト にク ラ イアン ト
がサブスク ラ イブする と、 サブスク ライブされたイベン トが対象のアプ リ ケー

シ ョ ンの内部で発生したと きにアプ リ ケーシ ョ ン ビューは必ずク ラ イアン トに
通知をし、 イベン トの詳細を示す XML ドキュ メ ン ト を ク ライアン トに渡しま
す。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューへのイベン トの追加に関する詳細については、
『Application Integration ユーザーズ ガイ ド 』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定
義」 の 「手順 4B: アプ リ ケーシ ョ ン ビューへのイベン トの追加」 を参照して く
ださい。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! は、 ユーザ定義可能なイベン ト を提
供します。 こ う したイベン トは Java Server Page を使用して作成および管理され
ます。 Java Server Page は、WebLogic Integration Application Interface の一部と し
てパブリ ッシュ されます。Power.Enterprise! が ト レーディ ング パートナから  EDI 
メ ッセージを受信して、それを  BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! へ転
送する と、 アダプタによって適切なイベン トがパブリ ッシュ されます。 このプロ

セスは、 次のよ うに動作します。

1. ト レーディング パートナから  EDI ドキュ メ ン ト を受信した時点で、
Power.Enterprise! はそのドキュ メ ン ト を  XML へ変換します。

2. RMI を使用して、Power.Enterprise! は以前に登録済みのイベン トがある  BEA 
WebLogic Adapter for Power.Enterprise! を呼び出します。

3. WebLogic Integration は、 定義されているイベン ト をパブリ ッシュします。

イベントのコンフ ィグレーション

イベン トは BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! がワークフローからの情
報を  Power.Enterprise! へ送信するために使用され、 Power.Enterprise! はその情報
を ト レーディ ング  パートナへ転送します。 BEA WebLogic Adapter for 
Power.Enterprise! では、 複数のイベン ト を定義できます。 通常は、 送信する  
XML/EDI ドキュ メ ン ト の種類 （たとえば発注書） ご とに 1 つのイベン ト を定義
する こ とにな り ます。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 上のイベン ト を定義するには、 次の
作業が必要です。

1. BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! のホーム ページで、[Add Event] 
をク リ ッ ク します。 [Add Event] ページが表示されます。
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図 3-5   [Add Event] の JSP

2. BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! の内部では一意なイベン ト名を
入力します。

3. 必要ならば、 説明を入力します。 この手順は省略可能です。

4. Power.Server! のプロセスがあるシステムのホス ト名または IP アドレスを入
力します。

5. RMI リ スナ プロセスによって使用されるポートの番号を入力します。

6. Power.Enterprise! に定義されている とおりに、 リ スナ プロセスの RMI サー
ビス名を入力します。
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Application Integration の概要
イベントのテスト

イベン トおよびワークフローの両方のコンフ ィグレーシ ョ ンを済ませたら、 これ

らのイベン ト を使用して正常にメ ッセージを送信できるこ とを確認する必要があ

り ます。 Application View Console 内でイベン ト をテス トするには、 [Test Event] 
リンクを使用します。

次の手順は、 イベン ト がメ ッセージを受信するこ とを確認するための簡単なテス

ト方式です。

1. Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ンを一時的に変更して、 ト レーディ
ング パートナへのメ ッセージの送信にフ ァ イル接続を使用するよ うにしま
す。

2. システムを介して メ ッセージを送信し、 結果と して生成された  EDI メ ッセー
ジをファ イルにダンプします。

3. メ ッセージが格納されているフ ァ イルを調べて、 メ ッセージが正し く作成お
よび送信されたこ と を確認します。

4. テス ト が終了したら、 接続のコンフ ィグレーシ ョ ンをやり直して、 ト レー
ディ ング  パートナに適した送信方法を使用するよ うにします。

サービス

サービスは、 アプ リ ケーシ ョ ン内のビジネス  オペレーシ ョ ンの うち、 アプ リ
ケーシ ョ ン ビューによってエクスポーズされるものです。 サービスは要求 /応答
のメカニズム と して機能します。 ビジネス  サービスを呼び出すための要求をア
プ リ ケーシ ョ ンが受け取る と、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューによってサービスの機
能が対象のアプ リ ケーシ ョ ンで呼び出されて、 その結果を説明する  XML ドキュ
メ ン ト が応答と して返されます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューへのサービスの追加
に関する詳細については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド 』 の 「アプ
リ ケーシ ョ ン  ビューの定義」 の 「手順 4A: アプ リ ケーシ ョ ン ビューへのイベン
トの追加」 を参照して ください。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! は、 ユーザがコンフ ィ グレーシ ョ ン
可能な多数のサービスを提供します。 こ う したサービスは Java Server Page を使
用して作成および管理されます。 Java Server Page は、 WebLogic Integration 
Application Interface の一部と してパブ リ ッシュ されます。 サービスは 
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Power.Enterprise! に XML を送信するために使用されます。 Power.Enterprise! は 
XML メ ッセージを受信した時点で、 そのメ ッセージを  EDI メ ッセージに変換し
ます。 その後、 EDI メ ッセージを ト レーディ ング  パートナに送信します。 

EDI メ ッセージを送信するには、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 用
に定義されたサービスに、 適切にフォーマッ ト された XML ドキュ メン ト を送信
します。 サービスは RMI を使用して Power.Enterprise! にメ ッセージを渡し、
Power.Enterprise! は XML メ ッセージを  EDI メ ッセージのフォーマッ ト に変換し
て ト レーディ ング パートナへ送信します。

サービスのコンフ ィグレーショ ン

サービスは BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! がワークフローからの情
報を受信するために使用され、その情報は Power.Enterprise! によって ト レーディ
ング パートナへ転送されます。BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! では
複数のサービスを定義できますが、 ほとんどの状況では、 受信する予定の 
XML/EDI ドキュ メ ン ト  タイプ （たとえば EDI 855 メ ッセージ） につき  1 つのイ
ベン ト を定義すれば十分です。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 上のサービスを定義するには、 次の
作業が必要です。

1. BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! のホーム  ページで、 [Add 
Service] をク リ ッ ク します。 [Add Service] の JSP が表示されます。
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Application Integration の概要
図 3-6   [Add Service] の JSP

2. BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! の内部では一意なサービス名を
入力します。

3. 説明を入力します。 この手順は省略可能です。

4. Power.Enterprise! で定義された RMI ソース接続の名前を入力します。 この
サービスは、 Power.Enterprise! から メ ッセージを受信するこ とにな り ます。

サービスのテスト

サービスのコンフ ィグレーシ ョ ン、 およびこ う したサービスを使用するこ とにな

るワークフローのコンフ ィグレーシ ョ ンを終えたら、 これらから メ ッセージを正

常に受信できるかど うかを確認する必要があ り ます。 Application View Console 
内でイベン ト をテス トするには、 [Test Service] リンクを使用します。

次の手順は、 サービスがメ ッセージを配信できる こ と を確認するための簡単なテ

ス ト方式です。
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1. Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ンを一時的に変更して、 着信のファ
イル接続を使用するよ うにします。 

2. テス トのタスク順序を開始するには、 フ ァ イルを  1 つ送信ボッ クスにド ロ ッ
プします。 結果と して生成される メ ッセージは Power.Enterprise! によって変
換されてからワークフローへ送信されます。

3. 使用したワークフローでメ ッセージを調べて、 メ ッセージが正し く作成およ
び受信されたこ と を確認します。

4. テス トが終了したら、 接続のコンフ ィ グレーシ ョ ンをやり直して、 ト レー
ディ ング パートナに適した送信方法を使用するよ うにします。

BEA WebLogic Integration Studio へのア
ダプタ  プラグインの使用

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! には、ビジネス  プロセスのモデル化
に使用できるグラフ ィカル ツールである  BEA WebLogic Integration Studio が含
まれています。アダプタは BEA WebLogic Integration の一部と して統合されてい
るので、 このプラグインは他の Application Integration アダプタ と まった く同様
にして EDI メ ッセージの処理および統合に使用できます。

アダプタおよび BEA WebLogic Integration Studio を使用した BPM ワークフロー 
デザインの詳細については、 『Application Integration 入門』 の 「BPM の 
Application Integration プラグインについて」 および 「ADK について」 を参照し
て ください。

新しい WebLogic Integration ド メインでのアダプ
タのデプロイメン ト

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1 のインスタンスを新しいド メ イ
ンでデプロイする必要がある場合は、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を

実行します。
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Windows システムの場合

作業を開始する前に、 アダプタの EAR フ ァ イルおよび JAR フ ァ イルをコン
ピュータのどこに置くかを決めておく必要があ り ます。 デフォル ト では、 これら

のフ ァ イルは WLI_HOME\adapters\powerenterprise\lib に配置されます。

1. 以下の リ ス トで示すよ うに、 アダプタの EAR フ ァ イルを ド メ インの 
config.xml フ ァ イルで宣言します。

コード  リスト  3-1   Windows システムの config.xml ファイルでのド メイン宣言

<Application Deployed="true" Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0"
 Path="WLI_HOME\adapters\powerenterprise\lib\BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EAR.ear">
    <ConnectorComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0"
     Targets="myserver" URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0.rar"/>
    <WebAppComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter"
     Targets="myserver"
     URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter.war"/>
    <WebAppComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_Web"
     Targets="myserver" URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_Web.war"/>
</Application>

2. 以下の JAR フ ァ イルを  WebLogic Server のク ラスパスに追加します。

� WLI_HOME\lib\hlcommon.jar

� WLI_HOME\lib\mekshared.jar

� WLI_HOME\lib\powerapi.jar

� WLI_HOME\adapters\powerenterprise\lib\BEA_POWERENTERPRISE_3_0.
jar

UNIX システムの場合

作業を開始する前に、 アダプタの EAR フ ァ イルおよび JAR フ ァ イルをコン
ピュータのどこに置くかを決めておく必要があ り ます。 デフォル ト では、 これら

のフ ァ イルは WLI_HOME/adapters/powerenterprise/lib に配置されます。

1. 以下の リ ス トで示すよ うに、 アダプタの EAR フ ァ イルを ド メ インの 
config.xml フ ァ イルで宣言します。
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コード  リスト  3-2   UNIX システムの config.xml ファイルでのド メイン宣言

<Application Deployed="true" Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0"
Path="WLI_HOME/adapters/powerenterprise/lib/BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EAR.ear">
    <WebAppComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter"
     Targets="myserver" URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter.war"/>
    <ConnectorComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0" Targets="myserver"
     URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0.rar"/>
    <WebAppComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_Web"Targets="myserver"
     URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_Web.war"/>
</Application>

2. 以下の JAR ファ イルを  WebLogic Server のク ラスパスに追加します。

� WLI_HOME/lib/hlcommon.jar

� WLI_HOME/lib/mekshared.jar

� WLI_HOME/lib/powerapi.jar

� WLI_HOME/adapters/powerenterprise/lib/BEA_POWERENTERPRISE_3_0.
jar

例外処理

サービス メ ソ ッ ドの応答スキーマは、 Code ステータスおよび Message ステータ
スの両方を含んでいる必要があ り ます。

� Code は Success または Failure を返します。

� Message は、 サービス呼び出しが開始されたと きに Power.Enterprise! によっ
て返される メ ッセージと対応します。

発生する可能性があるすべての例外を処理するためには、 すべての応答 XML か
らステータス コードを取得する  XPath 式を作成します。

次に、 サービス呼び出しに対する応答スキーマの例を示します。

<Status>
  <Code>Success </Code>
  <Message>Translation Request Queued Successfully.</Message>
</Status>
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例外処理
Code は、 次の XPath 式を使用して応答スキーマから抽出できます。

"/Status/Code/text()"
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4 Power.Enterprise! のコンフ ィグ
レーション

この節では、 BEA EDI Connect for WebLogic Integration （個別に購入できます）
および関連するその他のソフ ト ウェアのインス トールと設定方法について説明し

ます。

� BEA EDI Connect for WebLogic Integration のインス トール

� Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト レーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン

� XML と  EDI データのマッピング

� 接続の設定および VAN との接続

� エク スチェンジ プロファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン

BEA EDI Connect for WebLogic 
Integration のインストール

BEA EDI Connect for WebLogic Integration は Power.Enterprise! ソフ ト ウェアと し
て提供され、個別にインス トールする  Power.Server! および Power.Client! とい う  
2 つのパッケージから成り ます。 また、 VAN 接続を管理する必要がある場合は 
Cleo A+ をインス トールする必要があ り ます。 

この節では、 次のタスクのための手順を説明します。

� ラ イセンスの取得

� インス トールの前提条件の確認

� Power.Server! のインス トール
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4 Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ン
� Power.Client! のインス トール

� Get2Connect.Net への接続

� 非同期通信の設定

� ソフ ト ウェア アップデートのダウンロード

� EDI ドキュ メ ン ト名の更新

ライセンスの取得

BEA EDI Connect for WebLogic Integration （個別に購入できます） をダウンロー
ド した場合も  CD から インス トールした場合も、 次の URL の BEA Web サイ ト
から  30 日間の Power.Enterprise! 3.1 評価ラ イセンスを取得する必要があ り ます。

http://commerce.bea.com/downloads/weblogic_integration.jsp

Power.Enterprise! 製品ラ イセンスは、 BEA EDI Connect for WebLogic Integration 
の購入時に提供されます。 詳細については、 BEA 販売代理店にお問い合わせく
ださい。

また、 VAN 接続を扱 う場合には、 Cleo A+ の 30 日間試用版をダウンロード して
インス トールできます。 現在サポート契約をお持ちの WebLogic Platform カスタ
マは、 Cleo A+ のト ラ イアル ラ イセンスを  BEA Customer Support Web サイ トか
ら変換できます。

http://support.bea.com/managed_content/third_party_product_support.jsp

注意 : この Web サイ ト をご利用になる場合は登録が必要です。

BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! には、Get2Connect.Net VAN へのア
クセスが含まれています。 Get2Connect.Net を使用するには、 Peregrine カスタマ 
サポート （http://www.peregrine.com/） にお問い合わせください。

インストールの前提条件の確認

Power.Server! および Power.Client! の両方を同一のマシンにインス トールしなけ
ればならない場合は、 これらを別々のディ レク ト リにインス トールする必要があ

り ます。
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BEA EDI Connect for WebLogic Integration のインス トール
� Power.Server! は実行時サーバです。 このパッケージをインス トールする前
に、 ご使用の環境が以下の要件を満たすこ とを確認して ください。

� オペレーティ ング システム  : Microsoft Windows NT 4.0 SP6、 Windows 
2000 SP1、 Sun Solaris 7、 HP UX 11、 または IBM AIX 4.3.3

� Java : Sun JRE/SDK 1.3 以降

� メモリ  : 最小 512 MB、 1 GB を推奨

� ディ スクの空き容量 : 100 MB

� SQL データベース  : Power.Server! は SQL データベースにアクセスする
必要があ り ます。 Power.Server! は Oracle 8i、 Microsoft SQL Server 2000、
および IBM DB2 version 7.1 をサポート しています。 インス トール作業中
に、 データベースへのアクセスに必要なホス ト名、 接続ポート、 データ

ベース名、 およびログイン情報を指定する必要があ り ます。

� Power.Client! には Power.Map! および Power.Manager! が含まれています。
このパッケージをインス トールする前に、 ご使用の環境が以下の要件を満た

すこ とを確認して ください。

� オペレーティ ング システム  : Microsoft Windows NT 4.0 SP4 または 
Windows 2000

� Java : Sun JRE/SDK 1.3 以降

� メモリ  : 256 MB

� ディ スクの空き容量 : 50 MB

� Internet Explorer 5.0

� 通信環境に非同期接続が必要であれば、 次の URL の Cleo Communications 
から  Cleo A+  ソフ ト ウェアおよび評価用のス ク リプト を入手して ください。

http://www.cleo.com/partnerpages/bea_trial.asp

Power.Server! のインストール

Power.Server! ソフ ト ウェアをインス トールするには、 このマニュアルの前の節
に リ ス ト されている要件を満たしていなければな り ません。 Power.Server! のイ
ンス トール概要については、次の URL にある 『WebLogic Platform インス トール 
ガイ ド』 の付録 A 「BEA EDI Connect for WebLogic Integration のインス トール」
を参照して ください。
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/apaedi.h
tml

Power.Client! のインストール

Power.Client! ソフ ト ウェア （特に、 Power.Map! および Power.Manager!） をイン
ス トールするには、 4-1 ページの 「BEA EDI Connect for WebLogic Integration の
インス トール」 に リ ス ト されている要件を満たしていなければなり ません。
Power.Client! ソフ ト ウェア インス トールの概要については、 次の URL にある
『WebLogic Platform インス トール ガイ ド』 の付録 A 「BEA EDI Connect for 
WebLogic Integration のインス トール」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/apaedi.h
tml

Get2Connect.Net への接続

Get2Connect.Net を使用するには、 Power.Enterprise! ソフ ト ウェアがインス トー
ル済みでなければな り ません。 また、 Get2Connect.Net の ト レーディング パート
ナと して登録するには、 有効な製品シ リアル番号 （PSN） が必要です。 有効な 
PSN を取得するには、 BEA カスタマ サポートにお問い合わせください。

非同期通信の設定

通信環境に非同期接続が必要であれば、 次の URL の Cleo Communications から  
Cleo A+  ソフ ト ウェアおよび評価用のスク リプト を入手して ください。

http://www.cleo.com/partnerpages/bea_trial.asp

ソフ トウェア アップデートのダウンロード

Power.Enterprise! は、 BEA カスタマ サポート  Web サイ トで提供されるダウン
ロード可能なソフ ト ウェア パッチを使用してアップデートできるよ うに設計さ
れています。 
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Power.Enterprise! のソフ ト ウェア パッチをインス トールするには、次の作業が必
要です。

1. Power.Manager! で、 [Self Service] をク リ ッ ク し、 次に [Software Update] をク
リ ッ ク します。

2. 手順 1、 [Select Software] をク リ ッ ク します。 Web ブラウザが起動されて、
BEA カスタマ サポート  Web ページに自動的に接続します。 このページに
は、 ダウンロードできる ソフ ト ウェア アップデート  フ ァ イルが リ ス ト され
ています。 これらのアップデートのインス トール手順は、 この Web ページ
に掲載されています。

EDI ドキュメン ト名の更新

Power.Enterprise! 製品には、多くの標準的な EDI ドキュ メ ン トのための定義が含
まれています。 BEA は、 BEA カスタマ サポート を通じて新しい定義も提供して
います。 

BEA カスタマ サポート  Web サイ トからダウンロード した新しい標準をインス
トールするには、 次の作業が必要です。

1. Power.Manager! で、 [Self Service] をク リ ッ ク し、 次に [Standards Update] を
ク リ ッ ク します。

2. 手順 1、 [Select Standards] をク リ ッ ク します。 Web ブラウザが起動されて、
BEA カスタマ サポート  Web ページに自動的に接続します。 このページに
は、 ダウンロードできる  EDI 定義フ ァ イルが リ ス ト されています。 

3. 必要な EDI 定義ファ イルを選択してダウンロード します。

4. ダウンロード したファ イルを次のディ レク ト リに置きます。

Power_Server_install_dir\downloads\metadata\

5. 定義ファ イルがインス トールされた  Power.Server! を停止し、 再起動します。

6. ダウンロード したファ イルを次のディ レク ト リから削除します。

Power_Server_install_dir\downloads\metadata\

7. Power.Map! 内から ドキュ メ ン ト名にアクセスするには、 サーバから ドキュ メ
ン ト名を確認して ください。
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Power.Server! の起動

この節では以下の方法について説明します。

� Windows での Power.Server! の起動

� UNIX での Power.Server! の起動

� サーバへの最初の接続

Windows での Power.Server! の起動

Windows プラ ッ ト フォーム上で Power.Server! を起動する手順は次のとおりで
す。

1. [ スター ト｜プログラム｜ Power.It｜ Power.Server!] の順に選択します。 

2. システムによってはサーバの起動に 10 秒ほど時間がかかり ます。

UNIX での Power.Server! の起動

UNIX プラ ッ ト フォーム上で Power.Server! を起動する手順は次のとおりです。

1. 次のディ レク ト リに移動します。

Power_Server_Install_Dir/jre/bin

パス名に含まれる  Power_Server_Install_DIR が、 Power.Server! ソフ ト
ウェアをインス トールしたディ レク ト リです。

2. 次のコマンドを実行します。

rmiregistry

ポート  1099 で RMI レジス ト リが呼び出されます。

3. 次のディ レク ト リに移動します。 

Power_Server_Install_Dir/bin

4. 次のコマンドを実行します。
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start_server.sh

Power.Server! ソフ ト ウェアが起動します。

注意 : サーバが正常に起動したか確認するには、
Power_Server_Install_Dir/logs/powerserver.log ファ イルの
Translation server started on date 行の内容を検証します。date に
は、 サーバを起動した日付と時間が入力されています。 

サーバへの最初の接続

Power.Manager! または Power.Map! にログインする前に、 Power.Server! との接
続を作成する必要があ り ます。 以降は、 同じ手順を使用して Power.Server! の他
のインスタンスに接続できます。 複数の接続を作成するこ とで、 単一のコンソー

ルから  Power.Server! の複数のインスタンスを管理できます。 すべての接続デー
タは永続的です。 いったん作成された接続は、 Power.Manager! を起動すれば常
に使用できるよ うにな り ます。

接続を作成するには、 次の作業が必要です。

1. [ スタート｜プログラム｜ Power.It] を選択して、
Power.Manager! または Power.Map にログインします。適切なアプ リ ケーシ ョ
ンを選択します。 サーバ接続を作成するには、 接続先のマシンで 
Power.Server! が実行中でなければな り ません。

図 4-1   [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ ボックス
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2. [Add] をク リ ッ ク して、 新しい Power.Server! 接続を追加します。

図 4-2   Power.Manager! の [Add New Server] ダイアログ ボックス

3. 追加する  Power.Server! の [Server Hostname] および [Server Control Port] を入
力します。 [Add] をク リ ッ ク します。 Power.Server! の定義済みインスタンス
の リ ス ト が表示されます。

4. 定義済み接続の リ ス トから、 接続する  Power.Server! のインスタンスを選択
します。 [Connect] をク リ ッ ク します。 [Power.Manager! Server Connection] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 4-3   [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ ボックス 
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Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ
ン

Power.Enterprise! では、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! への複数の
接続をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 個々の接続は、

Power.Enterprise! へデータを送信するもの、 あるいは Power.Enterprise! からデー
タを受信するもののどちら も、 別々の RMI 接続と して定義されます。
Power.Enterprise! に必要な他のすべてのコンフ ィ グレーシ ョ ン パラ メータは、 ト
レーディ ング パートナ、 マップ、 外部接続、 およびエクスチェンジ プロフ ァ イ
ルを定義するよ うに設計されています。 

Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ンを最初に行う と きは、 以下のエンティ
テ ィ を列挙順にコンフ ィ グレーシ ョ ンして ください。

� ト レーディング パートナ

� マップ

� 接続

� エク スチェンジ プロファ イル

ト レーディング パートナのコンフ ィグレー
ショ ン

WebLogic Integration で EDI Integration を使用するには、 Power.Enterprise! およ
び WebLogic Integration の両方に ト レーディ ング  パートナのデータを入力する必
要があ り ます。 ト レーディ ング  パートナのデータを  Power.Enterprise! へ移行し
たり、 Power.Enterprise! から読み出した りする メカニズムは存在しません。 その
ため、 WebLogic Integration に登録されるすべての ト レーディ ング  パートナの
データは、 Power.Enterprise! にも入力される必要があ り ます。
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4 Power.Enterprise! のコンフ ィグレーシ ョ ン
ト ランザクシ ョ ンに関係するすべてのト レーディ ング  パートナおよび自身の会
社について、 Power.Enterprise! ト レーディ ング パートナ プロファ イルを作成す
る必要があ り ます。

新しい ト レーディ ング パートナを作成するには、 次の作業が必要です。

1. Power.Manager! を起動します。 Power.Server! の定義済みインスタンスの リ ス
ト が表示されます。

2. 接続する  Power.Server! のインスタンスを選択します。 Power.Server! 接続が
定義されていない場合は、 4-7 ページの 「サーバへの最初の接続」 を参照し
て ください。 [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

図 4-4   [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ ボックス 

3. [Connect] をク リ ッ ク します。 Power.Manager! のメ イン ウ ィ ンド ウが表示さ
れます。
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図 4-5   Power.Manager!

4. ト レーディング パートナの企業プロファ イルを設定するには、 [Partners｜
Company Profiles] を選択します。 [Company Profiles] ウ ィ ン ドウが表示され
ます。
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図 4-6   企業プロファイルのリスト

5. [New Company] をク リ ッ ク します。 ト レーディング  パートナについて必要
な情報を入力します。

ト レーディ ング パートナの作成および保守の詳細については、『Power.Manager! 
User Reference Manual』 の第 4 章を参照して ください。

XML と  EDI データのマッピング

Power.Enterprise! の主要な目的の 1 つは、 メ ッセージを標準的なデータ  フォー
マッ トから標準的な EDI メ ッセージ フォーマッ トへ変換する処理を管理できる
よ うにするこ とです。 そのためには、 選択しているデータ  フォーマッ ト と対応
する  EDI メ ッセージとの間のマップを作成する必要があ り ます。 こ う したマッ
プは単方向です。 つま り、 マップでは単方向の処理のみがサポート されます。 こ
4-12 WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド



XML と  EDI データのマッピング
のため、 特定の XML メ ッセージ フォーマッ ト と特定の EDI メ ッセージ フォー
マッ ト の間でデータを双方向に変換できるよ うにする必要がある場合は、 マップ
を  2 つ作成しなければなり ません。 1 つは発信変換用 （XML から  EDI）、 そして
も う  1 つは着信変換用 （EDI から  XML） です。 

そのよ う な複数のマップは簡単に作成できます。 Power.Map! は標準的なドキュ
メ ン ト定義の多くに対応していて、 フラ ッ ト  フ ァ イル、 データベース  テーブル、
XML、 およびすべての主要な EDI フォーマッ ト （X12、 EDIFACT、 および 
TRADACOMS） などを扱えます。 Power.Map! の内部で使用される ドキュ メ ン ト
定義は、 ドキュ メ ン ト の要素ごとの名前、 その構造、 および格納されるデータで
す。 このため、 標準的なドキュ メ ン ト定義を使用してマップの枠組みを決めれ
ば、 2 つのドキュ メ ン ト間の個々のデータ要素は、 ド ラ ッグアンド ド ロ ップ イン
タフェースを使用して簡単に接続できるよ うにな り ます。

図 4-7   Power.Map! メイン ウィンドウ

マップ作成の詳細については、 『Power.Map! User Reference Manual』 を参照して
ください。
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マップに対する作業は、 Power.Server! のインスタンスに接続していな くても行
う こ とができます。 しかし、 リポジ ト リ関係のコマンドを使用し よ う とする と、

[Server Connection] ダイアログ ボッ クスが表示されて、 リポジ ト リのコマンドを
実行するためにサーバへ接続するよ うに求められます。 サーバ接続の定義の詳細

については、 4-7 ページの 「サーバへの最初の接続」 を参照して ください。

ローカル システム上で作成したマップについては、 いつでもコピーを保存でき
ます。 [File｜ Save] を選択してから、 ダイアログ  ボッ クスにマップ ファ イルの
わかりやすい名前を入力して ください。 マップは JAR ファ イルと して格納され
ます。

マップを実際に使用するには、 マップをサーバにプロモートする必要があ り ま

す。 マップをサーバに送信するには、 [Finish] タブを選択し、 タブの下部にある  
[Promote] をク リ ッ ク します。 サーバへ接続していない場合は、 接続を確立して
からでないとマップをプロモートできません。

接続の設定および VAN との接続

接続は、 Power.Server! を出入りする メ ッセージ  ト ラフ ィ ッ クがどのよ うに配信
されるかを定義します。 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! を使用する
には、 最少で 4 種類の接続のコンフ ィグレーシ ョ ンを行う必要があ り ます。

� BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! から メ ッセージを受信する ソー
ス  RMI 接続

� メ ッセージを  Power.Enterprise! から  BEA WebLogic Adapter for 
Power.Enterprise! へ送信するターゲッ ト  RMI 接続

� メ ッセージを  Power.Server! から ト レーディ ング パートナへ送信するター
ゲッ ト接続

� ト レーディ ング パートナからのメ ッセージを受信する ソース接続

これらの接続のうち、 ソース  RMI 接続およびターゲッ ト  RMI 接続が BEA 
WebLogic Integration との通信に使用されます。 これら  2 つの接続は、 すべての 
EDI ト ランザクシ ョ ンで使用されます。
4-14 WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド



接続の設定および VAN との接続
RMI 接続の作成

ソース  RMI 接続およびターゲッ ト  RMI 接続を設定するには、 次の作業が必要で
す。

1. Power.Manager! で、 [Connections] を選択します。 接続の リ ス ト を表示できる
ウ ィ ンド ウが表示されます。

図 4-8   Power.Manager! の接続リスト

2. ソース  RMI 接続を作成します。 最初に、 [Add New] をク リ ッ ク します。
[Create New Connection] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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図 4-9   [Create New Connection] ダイアログ ボックス

3. 名前を  BEASource と し、 [Transport] は [RMI] を選択してから、 [Direction] 
では [Source] をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク します。 [Connectrion 
Properties] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 4-10   着信 RMI のプロパティ

4. [Status] を  [Active] に設定し、 [Envelope Recognition BDD] には 
XMLEnvelope と入力します。 [OK] をク リ ッ ク します。
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5. 発信 RMI 接続を作成します。 最初に、 [Add New] をク リ ッ ク します。
[Create New Connection] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。

6. 名前を  BEATarget と し、 [Transport] は [RMI] を選択してから、 [Direction] 
では [Target] をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク します。 [Connectrion 
Properties] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 4-11   発信 RMI のプロパティ

7. [Status] を  [Active] に設定し、 [Target] には localhost と入力してから、
[Service Name] には edi と入力します。 [OK] をク リ ッ ク します。

トレーディング パートナ接続の作成

他の 2 つの接続、 つま り着信および発信の ト レーディング  パートナ接続は、 各
ト レーディング パートナに固有の接続です。 このため、 各ト レーディ ング  パー
トナについて一意な接続のペアを定義する必要があ り ます。 各ペアを設定する と

きには、 自分自身およびト レーディ ング  パートナが使用する転送方式を選択す
る必要があ り ます。 推奨される転送方式オプシ ョ ンは、 以下のとおりです。

� HTTP: ト レーディ ング  パートナと  EDI メ ッセージのエクスチェンジを行う
上で標準的な HTTP/HTTPS 転送プロ ト コル
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� File: EDI メ ッセージをファ イルに書き込んだり、 ファ イルから メ ッセージを
読み込んだりするオプシ ョ ン。 プロセスでのフ ァ イルの読み書き以後につい
て別の転送メカニズムを提供する必要があ り ます。

� FTP: ト レーディング パートナとのメ ッセージのエクスチェンジに  FTP サー
バを使用するオプシ ョ ン 

� Get2Connect: Peregrine Systems 社によって運営されている  VAN。 この VAN 
への接続は Power.Enterprise! ソフ ト ウェアに含まれていますが、
Get2Connect VAN を使用するには Peregrine Systems 社へ問い合わせてサイ
ン アップする必要があ り ます。

� Cleo A+: 非同期通信が必要な VAN を通じて接続する場合はこのオプシ ョ ン
を使用します。 詳細については、 第 2 章 「アーキテクチャ」 の 「VAN およ
び Network との接続」 を参照して ください。

他の接続オプシ ョ ンも指定できます。 オプシ ョ ンの詳細については、

『Power.Manager! User Reference Manual』 の第 3 章を参照して ください。

エクスチェンジ プロファイルのコンフ ィグ
レーション

エクスチェンジ プロファ イルは、 ト レーディ ング  パートナが Power.Server! を通
じてメ ッセージを交換する方法を指定します。 Power.Server! は一種の EDI ゲー
ト ウェイなので、 メ ッセージを受信する最終ポイン トではあ り ません。 エクス

チェンジ プロフ ァ イルは、 Power.Server! がメ ッセージを受信し、 変換して、 送
り先へ送信する際の方法を示します。 たとえば、 エクスチェンジ プロファ イル
では、 ト レーディ ング  パートナからの EDI メ ッセージを受信して、 EDI メ ッ
セージの XML メ ッセージに変換し、 その XML メ ッセージを  BEA WebLogic 
Adapter for Power.Enterprise! へ送信するまでを定義するこ と も可能です。

エクスチェンジ プロファ イルは、 必要な情報があらかじめ定義されていないと
作成できません。 特に、 自身のエクスチェンジ マップ、 自身の ト レーディ ング 
パートナ プロフ ァ イル、 およびソース接続と ターゲッ ト接続の両方を作成して、
サーバへプロモート しておく必要があ り ます。 ソース接続は Power.Server! へ
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メ ッセージをポス ト し、 ターゲッ ト接続は Power.Server! から メ ッセージを受信
します。 たとえば、 ト レーディ ング  パートナへメ ッセージを送信するためのエ
クスチェンジ プロファ イルを作成するには、 以下の情報が必要です。

� 送信する  EDI メ ッセージの XML-to-EDI ト ランザクシ ョ ン マップ

� 自身の ト レーディ ング  パートナ プロファ イル

� 4-14 ページの 「接続の設定および VAN との接続」 で作成した BEA 発信 
RMI 接続

� ト レーディング パートナへの発信接続

この他にも、 必要な情報があ り ます。 詳細については、 『Power.Manager! User 
Reference Manual』 の第 4 章を参照して ください。 着信および発信のエクスチェ
ンジ プロファ イルの例については、 このマニュアルの第 6 章 「EDI のサンプル」
を参照して ください。
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5 EDI Integration のコンフ ィグレー
ション

BEA WebLogic EDI Integration は、 コンフ ィ グレーシ ョ ンが完了しないと使用で
きません。 EDI Integration の正常な動作は、 BEA EDI Connect for WebLogic 
Integration に依存しているので、 ト レーディ ング  パートナと通信を行うには 
Power.Enterprise! を適切にコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

共通のコンフ ィグレーショ ン

この節では、 ト レーディ ング  パートナとの特定のドキュ メ ン ト交換をコンフ ィ
グレーシ ョ ンする前に済ませておく必要がある、 共通のコンフ ィグレーシ ョ ン情

報について説明します。

トレーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョン

個々の ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う前に、 自身の会社を含む
すべてのト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンを  Power.Manager! で
行う必要があ り ます。 ト レーディング  パートナのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細
については、 以下の ト ピッ クを参照して ください。

� 4-9 ページの 「 ト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン」

� 『Power.Manager! User Reference Manual』 の第 4 章
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VAN/ ト レーディング パートナ接続のコンフ ィグ
レーション

ト レーディ ング パートナとの接続のコンフ ィ グレーシ ョ ンも、 個々のドキュ メ
ン ト交換のコンフ ィグレーシ ョ ンよ り も先に行う必要があ り ます。 以下の ト ピ ッ

クを参照して ください

� 4-14 ページの 「接続の設定および VAN との接続」

� 『Power.Manager! User Reference Manual』 の第 3 章 

この時点でプロダクシ ョ ン ト レーディング パートナとの接続を設定する必要は
あ り ませんが、 開発およびテス トの目的でフ ァ イル コネク タに関するプロダク
シ ョ ン ト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ンが必要な場合もあ り ま
す。

EDI ドキュメン ト を受信する EDI 
Integration のコンフ ィグレーショ ン

この節では、 BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 3.1 が EDI ドキュ メ ン
ト を受信して、 それを  XML ドキュ メ ン ト と して WebLogic Integration プロセス
へ送信できるよ うに、 EDI Integration をコンフ ィグレーシ ョ ンする方法を説明し
ます。

準備

� 受信する ドキュ メ ン トの EDI 標準、 バージ ョ ン、 および文書型を決めます。
たとえば、 X12 850 ドキュ メ ン ト  v4010 を選択した場合、 標準は X12、 文書
型は 850、 バージ ョ ンは 4010 とな り ます。

� 内部で使用する  XML フォーマッ ト を定義します。 この XML フォーマッ ト
は、 使用する  EDI ドキュ メ ン トにあるフ ィールドの詳細なデータ  マップを
含んでいる必要があ り ます。
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� XML ドキュ メン ト で使用される  DTD および XSD を作成します。 DTD およ
び XSD の両方を作成する必要があるのは、 Power.Enterprise! および 
WebLogic Integration の使用するデータ  フ ァ イル フォーマッ トが、 この段階
では異なるためです。 WebLogic Integration では XSD （提供できる場合） が
必要ですが、 Power.Enterprise! では DTD が必要です。 Power.Enterprise! で
は、 DTD または XSD をインポート した後で、 マップ定義から  DTD または 
XSD をエク スポートするためのユーテ ィ リティが一切ない点に注意して くだ
さい。 必要な DTD および XSD ファ イルを別に作成し直して ください。

Power.Enterprise! 内でのコンフ ィグレーション

1. XML ドキュ メン ト と  EDI ドキュ メン ト の間のマップを作成します。
Power.Map! に DTD をインポート して、 XML ドキュ メ ン ト の標準をロード
します。 適切な EDI ドキュ メ ン トは、 あらかじめ Power.Server! の リ ポジ ト
リに用意されています。必要な  EDI ドキュ メ ン ト がない場合は、 BEA カスタ
マ サポートにお問い合わせください。 この作業の詳細については、 以下の ト
ピ ッ クを参照して ください。

� 4-12 ページの 「XML と  EDI データのマッピング」

� 『Power.Map! User Reference Manual』 の第 3 章

2. 着信接続を定義します。 この接続では、 既に定義されている、 ト レーディ ン
グ パートナの通信プロ ト コルを使用する必要があ り ます。 詳細については、
4-14 ページの 「接続の設定および VAN との接続」 を参照して ください。

3. RMI ターゲッ ト接続を定義します。 この接続は、 WebLogic Integration のプ
ロセス エンジンとの通信に使用されます。

4. 4-18 ページの 「エクスチェンジ プロファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説
明した手順に従って、 エクスチェンジ  プロフ ァ イルを定義します。 このエク
スチェンジ プロフ ァ イルでは、 ト レーディ ング  パートナからの着信接続を  
RMI ターゲッ ト接続に接続する必要があ り ます。
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BEA WebLogic Integration 内でのコンフ ィグレー
ション

1. 「BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で説
明した手順に従って、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを作成します。

2. 3-7 ページの 「イベン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で説明した手順に従って、
作成したアプ リ ケーシ ョ ン ビューのためのイベン ト を作成します。 以下のパ
ラ メータを設定して ください。

� Event Name: イベン ト の内容を表す名前 （た とえば、

ReceivePurchaseOrder）

� Event Description: イベン ト の詳細を示すテキス ト

� RMI Service Name: 「Power.Enterprise! 内でのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の
節で説明した Power.Enterprise! RMI ターゲッ ト接続の設定で定義された  
RMI サービス名と一致している必要があ り ます。

� XSD: 受信する  XML メ ッセージの XML スキーマ （省略可能）

� XML Root Element: XML スキーマの XML ルート要素 （省略可能）

3. 作成および定義したアプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイ します。

Power.Server! のインスタンスが実行中であるこ と を確認します。 この時点でア
プ リ ケーシ ョ ン ビューは、 Application Integration プラグインを使用する  
WebLogic Integration プロセス  エンジンで利用可能である必要があ り ます。
Application Integration プラグインの詳細については、 『Application Integration 入
門』 の 「BPM の Application Integration プラグインについて」 を参照して くださ
い。

注意 : 必ず、 Power.Server! を起動してから  WebLogic Integration または 
WebLogic Server を起動して ください。 WebLogic Integration のコネク タ
は初期化の時点で Power.Server! が実行中であるこ と を前提にしているた
め、 初期化の際に Power.Server! が実行中でないと例外を送出します。
5-4 WebLogic Integration EDI ユーザーズ ガイ ド



EDI ドキュ メ ン ト を送信する  EDI Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン
EDI ドキュメン ト を送信する EDI 
Integration のコンフ ィグレーション

この節では、 WebLogic Integration プロセス  エンジンにある  XML ドキュ メ ン ト
をソースに使用して  EDI ドキュ メ ン ト を送信するための EDI Integration をコン
フ ィグレーシ ョ ンする方法について説明します。 

準備

1. 受信する ドキュ メ ン ト の EDI 標準、 バージ ョ ン、 および文書型を決めます。
たとえば、 X12 850 ドキュ メ ン ト  v4010 を選択した場合、 標準は X12、 文書
型は 850、 バージ ョ ンは 4010 とな り ます。

2. 内部で使用する  XML フォーマッ ト を定義します。 この XML フォーマッ ト
は、 使用する  EDI ドキュ メ ン ト にあるフ ィールドの詳細なデータ  マップを
含んでいる必要があ り ます。

3. XML ドキュ メン ト で使用される  DTD および XSD を作成します。 DTD およ
び XSD の両方を作成する必要があるのは、 Power.Enterprise! および 
WebLogic Integration の使用するデータ  フ ァ イル フォーマッ トが、 この段階
では異なるためです。 WebLogic Integration では XSD （提供できる場合） が
必要ですが、 Power.Enterprise! では DTD が必要です。 Power.Enterprise! で
は、 DTD または XSD をインポート した後で、 マップ定義から  DTD または 
XSD をエク スポートするために使用するユーティ リテ ィが一切ない点に注意
して ください。 必要な DTD および XSD フ ァ イルを別に作成し直して くださ
い。

Power.Enterprise! 内でのコンフ ィグレーション

1. XML ドキュ メン ト と  EDI ドキュ メン ト の間のマップを作成します。
Power.Map! に DTD をインポート して、 XML ドキュ メ ン ト の標準をロード
します。 適切な EDI ドキュ メ ン トは、 あらかじめ Power.Server! の リ ポジ ト
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リに用意されています。 必要な EDI ドキュ メ ン トがない場合は、 BEA カスタ
マ サポートにお問い合わせください。 この作業の詳細については、 以下の ト
ピ ッ クを参照して ください。

� 4-12 ページの 「XML と  EDI データのマッピング」 

� 『Power.Map! User Reference Manual』 の第 3 章

2. 発信接続を定義します。 この接続では、 既に定義されている、 ト レーディン
グ  パートナの通信プロ ト コルを使用する必要があ り ます。 詳細については、
4-14 ページの 「接続の設定および VAN との接続」 を参照して ください。

3. RMI ソース接続を定義します。 この接続は、 WebLogic Integration のプロセ
ス  エンジンとの通信に使用されます。

4. 4-18 ページの 「エクスチェンジ プロフ ァ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説
明した手順に従って、 エクスチェンジ プロファ イルを定義します。 このエク
スチェンジ プロファ イルでは、 RMI ソース接続を ト レーディ ング  パートナ
の発信接続に接続する必要があ り ます。

BEA WebLogic Integration 内でのコンフ ィグレー
ション

1. このマニュアルの 3-3 ページの「BEA WebLogic Adapter for Power.Enterprise! 
のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で説明した手順に従って、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューを作成します。

2. このマニュアルの 3-10 ページの 「サービスのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説明
した手順に従って、 作成したアプ リ ケーシ ョ ン ビューのためのサービスを作
成します。 以下のパラ メータを設定して ください。

� Service Name: イベン ト の内容を表す名前 （たとえば、

SendPurchaseOrder）

� Service Description: サービスの詳細を示すテキス ト

� Connection Name: 「Power.Enterprise! 内でのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の
節で説明した Power.Enterprise! RMI ターゲッ ト接続の設定で定義された  
RMI サービス名と一致している必要があ り ます。

� XSD: 送信する  XML メ ッセージの XML スキーマ （省略可能）
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� XML Root Element: XML スキーマの XML ルート要素 （省略可能）

� 作成および定義したアプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイします。

Power.Server! のインスタンスが実行中であるこ と を確認します。 この時点でア
プ リ ケーシ ョ ン ビューは、 Application Integration プラグインを使用する  
WebLogic Integration プロセス  エンジンで利用可能である必要があ り ます。
Application Integration プラグインの詳細については、 『Application Integration 入
門』 の 「BPM の Application Integration プラグインについて」 を参照して くださ
い。
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この章では、 EDI のサンプルのコンフ ィグレーシ ョ ン と操作について説明しま
す。 EDI サンプルは Power.Server! の適切なコンフ ィ グレーシ ョ ンに依存してい
るので、 Power.Server! のコンフ ィグレーシ ョ ンを済ませないとサンプルは実行
できません。 こ う したコンフ ィグレーシ ョ ンは、 BEA WebLogic Integration で提
供される他のサンプルを実行する際には必須ではあ り ません。 

この付録の ト ピ ッ クは以下のとおりです。

� サンプルの概要

� サンプルの設定と実行

サンプルの概要

この EDI サンプルは、 単純な Purchase Order ビジネス  プロセスを含んでいます。
2 つのト レーディ ング パートナが関係します。

� バイヤ : Advanced Networks Inc. （略称 ANI）

� サプライヤ : General Control Systems （略称 GCS）

Advanced Networks は制御システム コンポーネン ト を General Controls から購入
します。 ANI は EDI を使用して Purchase Orders （発注書） を  GCS へ送信し、 サ
プライヤである  GCS から  Purchase Order Acknowledgement （発注確認書） を受
信します。

このサンプルは、 サプラ イヤである  GCS が BEA WebLogic Integration を自身の
企業間統合ソ リ ューシ ョ ン と して使用する こ と、 すなわち、 ト レーディ ング  
パートナと  EDI ドキュ メ ン ト を交換するためのフレームワーク と して使用する
こ と を前提にしています。 次の図に、 WebLogic EDI Integration のアーキテク
チャを示します。
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図 6-1   EDI のサンプルのシナリオ

この EDI サンプルは、 サプライヤである  GCS が WebLogic Integration を  EDI で
ト レーディ ング パートナと通信するための企業間統合ソ リ ューシ ョ ン と して使
用するこ とを前提にしています。 この EDI サンプルのアーキテクチャを図 6-2 に
示します。

図 6-2   EDI サンプルのアーキテクチャ

このサンプルには、 着信ファ イル接続で Power.Server! によって受信される、 着
信の EDI 850 Purchase Order があ り ます。 イベン ト順序の詳細をま とめる と次の
よ うにな り ます。

1. EDI 850 は XML フォーマッ トの Purchase Order に変換され、ターゲッ ト  RMI 
接続で WebLogic Integration へ送信されます。 

2. この XML ドキュ メ ン トは WebLogic Integration EDI アダプタによって受信
されて、 Application Integration プラグインを使用してアプ リ ケーシ ョ ン統合
イベン ト と してサンプル ワークフローへ送信されます。 
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3. サンプル ワークフローは Purchase Order XML ドキュ メ ン ト を  Purchase 
Order Acknowledgement XML ドキュ メ ン トに変換してから、 サービス呼び
出しを使用して  EDI アダプタ経由で Power.Server! へ送信します。 

4. サービス呼び出しは RMI ソース接続を使用してドキュ メ ン ト を  
Power.Server! へ送信します。 

5. Purchase Order Acknowledgement XML ドキュ メ ン トは EDI 855 Purchase 
Order Acknowledgement へ変換されて、 発信フ ァ イル接続によってフ ァ イル 
システムに書き込まれます。

サンプルの設定と実行

この節では、 BEA WebLogic Integration EDI サンプルを実行するための要件およ
び手順を リ ス ト します。

要件

EDI サンプルを実行する前に、 BEA WebLogic Integration のすべての製品コン
ポーネン ト をインス トールしておく必要があ り ます。 以下のコンポーネン ト も含

まれます。

� BEA WebLogic Server 6.1 SP1 以降のバージ ョ ン

� BEA WebLogic Integration 7.0

� Power.Enterprise! 3.1 （Power.Manager! および Power.Map! で構成される  
Power.Server!、 Power.Client! を含む）

注意 : Power.Enterprise! ソフ ト ウェアをインス トールする前に、 システムが
要件を満たしており、 必要なデータベースへのアクセス権を持ってい
るか確認して ください。 これらの前提条件の詳細については、 4-1 
ページの 「BEA EDI Connect for WebLogic Integration のインス トー
ル」 を参照して ください。 
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ハードウェアおよび OS の要件

EDI サンプルは、 1 台のマシンにあるすべてのソフ ト ウェア （Power.Server!、
Power.Manager!、 および Power.Map! を含む） へのアクセス権がある こ と を前提
にしているために、 プロダクシ ョ ン環境の場合よ り も  OS のインス トール要件が
厳し く なっています。

� 最小メモリ容量 : 512MB

� OS : Windows NT 4.0 （Service Pack 6） 以降、 または Windows 2000
（Service Pack 1）

EDI サンプルのコンフ ィグレーション

EDI サンプルのコンフ ィグレーシ ョ ンおよび実行では、 以下の手順を行う必要が
あ り ます。

� 手順 1 : Power.Server! の起動

� 手順 2 : Power.Manager! の起動およびパートナのコンフ ィグレーシ ョ ン

� 手順 3 : Power.Map! の起動およびマップとアダプタのロード

� 手順 4 : 接続の設定

� 手順 5 : エクスチェンジ プロファ イルの設定

� 手順 6 : ワークフローの設定

� 手順 7 : アプ リ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ

� 手順 8 : サンプルの実行

以下のフ ァ イルが、 WLI_HOME/samples/EDISample にあ り ます。

� Readme.txt

� WLI_EDI_SAMPLE.pdf

� XMLEnvelope.jar

� EDI850toPOXML.jar

� POAckXMLtoEDI855.jar
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� EDISampleWorkflow.jar

� Edi850.edi

注意 : 必ず、 Power.Server! を起動してから  WebLogic Integration または 
WebLogic Server を起動して ください。 WebLogic Integration のコネク タ
は初期化の時点で Power.Server! が実行中である こ と を前提にしているた
め、 初期化の際に Power.Server! が実行中でないと例外を送出します。

手順 1 : Power.Server! の起動

Power.Server! を起動するには、 [ スター ト｜プログラム｜ Power.It｜
Power.Server!] を選択します。 サーバの起動には 10 秒ほど時間がかかり ます。

手順 2 : Power.Manager! の起動およびパートナのコンフ ィグ
レーション

1. Power.Manager! を起動するには、 [ スタート｜プログラム｜ Power.It｜
Power.Manager!] を選択します。

[Server Connection] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。

図 6-3   [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ ボックス

2. 左側のペインにサーバが リ ス ト されていない場合は、 [Add] をク リ ッ ク しま
す。 [Add New Server] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。
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図 6-4   [Power.Manager! Add New Server] ダイアログ ボックス

EDI Server の [Server Hostname] および [Server Control Port] を入力します。
[Add] をク リ ッ ク します。

3. 接続する  Power.Server! のインスタンスを選択してから、 [Connect] をク リ ッ
ク します。 [Server Connection] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 6-5   [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ ボックス 

Power.Manager! のメ イン  ウ ィ ン ド ウが表示されます。
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図 6-6   Power.Manager!

4. 企業プロフ ァ イルを設定します。 [Partners] をク リ ッ ク し、 次に [Company 
Profiles] をク リ ッ ク します。 [Company Profiles] ウ ィン ド ウが表示されます。
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図 6-7   企業プロファイルのリスト

5. GCS の企業プロフ ァ イルを作成します。 [New Company] アイコン  

をク リ ッ ク します。

[Company Properties] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 
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図 6-8   新しい企業プロファイルのための [Company Properties] ダイアログ 
ボックス

6. GCS に関する必要な情報を追加します。

7. ANI の企業プロファ イルを作成します。 [New Company] アイコン   を

ク リ ッ ク します。

8. [Company Properties] ダイアログ ボッ クスが表示されたら、 ANI に関する必
要な情報を入力します。

手順 3 : Power.Map! の起動およびマップとアダプタのロード

1. Power.Map! を起動するには、 [ スター ト｜プログラム｜ Power.It｜
Power.Map!] を選択します。 Power.Map! のメ イン ウ ィ ン ドウが表示されま
す。
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図 6-9   Power.Map! メイン ウィンドウ

2. EDI 850 ト ランザクシ ョ ンから  Purchase Order XML へ変換するためのマップ
をインポート します。 [File｜ Import] を選択します。 [Select Import JAR] 
ウ ィ ン ド ウで、 次のファ イルを選択します。

WLI_HOME\samples\edi\EDI850toPOXML.jar

[Select Import JAR File] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 6-10   [Select Import JAR File] ダイアログ ボックス

[Import] ボタンをク リ ッ ク します。

3. EDI850toPOXML マップ フ ァ イルを開き、 [File｜ Open Map] を選択します。
続いて EDI850toPOXML マップを選択します。

4. 生成されたマップを  Power.Server! へエクスポート します。 [Finish] タブを選
択し、 次に [Promote] を選択します。 
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図 6-11   完成したマップのプロモート

5. Purchase Order Acknowledgement XML から  EDI 855 ト ランザクシ ョ ンへ変
換するためのマップをインポート します。 [File｜ Import] を選択します。
[Select Import JAR] ウ ィン ド ウで、 次のファ イルを選択します。

WLI_HOME\samples\edi\POAckXMLtoEDI855.jar

[Import] ボタンをク リ ッ ク します。

6. [File｜ Open Map] を選択し、 次に POAckXMLtoEDI855 マップを選択しま
す。

7. 生成されたマップを  Power.Server! へエクスポート します。 [Finish] タブを選
択し、 [Promote] を選択します。 [Move Map to Production] を選択してから  
[OK] をク リ ッ ク します。

8. XML エンベロープをインポート します。 [File｜ Import] を選択し、 次の
フ ァ イルをインポート します。

WLI_HOME\samples\edi\XMLEnvelope.jar
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9. [File｜ Open Document Definition] を選択します。 次に XMLEnvelope を選択
し、 [OK] をク リ ッ ク します。

10.結果を  Power.Server! へエクスポート します。 [Finish] タブを選択し、 次に 
[Promote] を選択します。 [Move Doc to Production] を選択してから  [OK] を
ク リ ッ ク します。

11. これで、 Power.Map! での作業は終わ り ま した。 Power.Map! を終了してかま
いません。

手順 4 : 接続の設定

1. Power.Manager! で、 [Connections] をク リ ッ ク します。 [Connections] ウ ィ ン
ドウが表示されます。

図 6-12   Power.Manager! の接続リスト  
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2. WebLogic Integraton から  Power.Server! への RMI 接続を作成します。 [Add 

New] アイコン  をク リ ッ ク します。

新しい接続を作成するためのダイアログ ボッ ク スが表示されます。

図 6-13   [Create New Connection] ダイアログ ボックス

3. 名前を  WLI_POACK_2_POWERSERVER と し、 [Transport] は [RMI] を選択
してから、 [Direction] では [Source] をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク し
ます。

着信 RMI のプロパティ を設定するためのダイアログ  ボッ クスが表示されま
す。
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サンプルの設定と実行
図 6-14   着信 RMI のプロパティ

4. [Status] を  [Active] に設定し、 [Envelope Recognition BDD] には 
XMLEnvelope と入力してから、 [OK] をク リ ッ ク します。

5. Power.Server! から  WebLogic Integraton への RMI 接続を作成します。 [Add 

New] アイ コン  をク リ ッ ク します。 

6. 名前を  POWERSERVER_2_WLI_PO と し、 [Transport] は [RMI] を選択して
から、 [Direction] では [Target] をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク します。

発信 RMI のプロパテ ィ を設定するためのダイアログ ボッ クスが表示されま
す。
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6 EDI のサンプル
図 6-15   発信 RMI のプロパティ

7. [Status] を  [Active] に設定し、 [Target] には localhost と入力してから、
[Service Name] には PO と入力して、 [OK] をク リ ッ ク します。

8. 着信ファ イル接続を作成します。 [Add New] アイ コン  をク リ ッ ク し

ます。

9. 名前を  EDIFILE_2_POWERSERVER と し、 [Transport] は [File] を選択して
から、 [Direction] では [ ソース ] をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク しま
す。

着信ファ イルのプロパティ を設定するためのダイアログ ボッ ク スが表示され
ます。
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サンプルの設定と実行
図 6-16   着信ファイルのプロパティ

以下のプロパティ を設定します。

� Status: Active

� Envelope Recognition BDD: X12

� Directory Path: WLI_HOME\samples\edi

� Filename: EDIPurchaseOrder.txt

� 他のオプシ ョ ンはすべてオフにします。

設定を済ませたら  [OK] をク リ ッ ク します。

10.発信ファ イル接続を作成します。 [Add New] アイコン  をク リ ッ ク し

ます。

11.名前を  POWERSERVER_2_EDIFILE と し、 [Transport] は [File] を選択して
から、 [Direction] では [Target] をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク します。

発信ファ イルのプロパティ を設定するためのダイアログ  ボッ クスが表示され
ます。
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図 6-17   発信ファイルのプロパティ

以下のプロパティ を設定します。

� Status: Active

� Directory Path: WLI_HOME\samples\edi

� Auto-generate File Name: このオプシ ョ ンはオンにします。

� 他のオプシ ョ ンはすべてオフにします。

設定を済ませたら  [OK] をク リ ッ ク します。

手順 5 : エクスチェンジ プロファイルの設定

1. Power.Manager! で、 [Exchange Profiles] を選択します。

エクスチェンジ プロファ イルを リ ス ト したウ ィ ンド ウが表示されます。
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サンプルの設定と実行
図 6-18   Power.Manager! のエクスチェンジ プロファイル リスト

2. 着信 EDI エク スチェンジ プロファ イルを設定します。 [Add New] アイ コン
をク リ ッ ク します。 

[New Exchange Profile] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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図 6-19   新しいエクスチェンジ プロファイルのダイアログ ボックス

3. 以下のプロパティ を設定します。

� Map Name: EDI850toPOXML

� Source Connection: EDIFILE_2_POWERSERVER

� Target Connection: POWERSERVER_2_WLI_PO

� Profile Status: Active

� Partner Company: AES

� Role: Sender

� Identifier: ISASNDR99

� On Compliance Error: Reject Document

� 他のオプシ ョ ンはすべてオフにします。

設定を済ませたら  [OK] をク リ ッ ク します。
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サンプルの設定と実行
4. 発信 EDI エク スチェンジ プロファ イルを設定します。 [Add New] アイ コン 

 をク リ ッ ク します。

5. 以下のプロパティ を設定します。

� Map Name: POAckXMLtoEDI855

� Source Connection: WLI_POACK_2_POWERSERVER

� Target Connection: POWERSERVER_2_EDIFILE

� Profile Status: Active

� Partner Company: AES

� Role: Receiver

� Identifier: ISASNDR99

� On Compliance Error: Reject Document

� 他のオプシ ョ ンはすべてオフにします。

設定を済ませたら  [OK] をク リ ッ ク します。

手順 6 : ワークフローの設定

注意 : Run Sample が 『B2B Integration サンプルの使い方』 の 「はじめに」 の

「サンプルの実行前の作業」 に従ってセッ ト アップ済みであれば、 この手

順を省略して 「手順 7 : アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのデプロイ」 に進むこ
とができます。

1. WebLogic Server を起動します。 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
E-Business Platform｜WebLogic Integration 7.0｜ Samples｜ Start Server] を
選択します。

2. WebLogic Integration Studio を起動します。 [ スタート｜プログラム｜ BEA 
WebLogic E-Business Platform｜WebLogic Integration 7.0] を選択します。 

3. WebLogic Integration Studio にログオンします。 サンプルのデフォル トのロ
グイン設定は、 次のとおりです。

� ユーザ ID : joe

� パスワード  : password
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4. [Tools｜ Import Package] を選択します。

5. WLI_HOME\samples\edi にあるフ ァ イル EDISampleWorkflow.jar を選択し
ます。

図 6-20   EDI ワークフローのインポート

6. [Active Workflows After Import] を選択します。 指定を求められたら、 Org1 
を使用します。

手順 7 : アプリケーション ビューのデプロイ

1. Web ブラウザを起動します。

2. http://localhost:7001/wlai へ接続します。

3. システムへのログイン ID を使用してログインします。

� ID : システム

� パスワード  : セキュ リティ （Security）
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あるいは、 WebLogic Integration で提供されている  Application Integration 機
能を使用して、 新しいユーザを作成します。 その後で、 新しいユーザと して

ログインします。

4. アプ リ ケーシ ョ ン ビュー EDIAppView を選択します。

5. [Edit] をク リ ッ ク します。

6. EDIAppView のデプロイに進みます。

これで、 EDI サンプルのコンフ ィグレーシ ョ ンが完了しました。

手順 8 : サンプルの実行

サンプルを起動する方法は 2 つあ り ます。

� Power.Commerce! のインス トール先ディ レク ト リにあるスク リプ ト を実行す
るこ とができます。 コマンド  プロンプ ト のウ ィ ン ド ウで、 次のコマンド行を
実行します。

power_enterprise_dir\powerit\powerapi\file_request -c
EDIFILE_2_POWERSERVER

� 『B2B Integration サンプルの使い方』 で説明されているよ うに、 サンプル起
動ページでサンプルを起動する こ とができます。
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図 6-21   サンプル起動ページ

実行中のサンプルは、 Power.Manager! 内からモニタできます。

� 進行中のセッシ ョ ンを追跡するには、[Tracking｜ Session｜ Search] を選択し
ます。 次に、 [Any Status]、 [Any Connection] で検索して、 目的のサンプル 
セッシ ョ ンを探します。

� システム中のドキュ メ ン ト を追跡するには、[Tracking｜Documents｜ Search] 
を選択します。 次に、 すべての検索パラ メータを  [Any] に設定して、 最も広
い範囲のドキュ メ ン ト を検索します。 

また、 WebLogic Integration Studio の内部からサンプルをモニタする こ と もでき
ます。

� WebLogic Integration Studio の内部から、 EDI Sample Instance を選択し、 実
行しているインスタンスをダブルク リ ッ ク してから、 変数を調べます。
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サンプルの設定と実行
サンプルが正し く実行されているこ と を確認するには、 WLI_HOME\samples\edi 
を確認します。 このディ レク ト リに新しいファ イルがあれば、 それは EDI メ ッ
セージがサイ クルを完了する と きに Power.Server! によって作成されたものです。 
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7 Power.Enterprise! チューニング 
ガイド

この章では、 Power.Enterprise! および Power.Server! のチューニングについて説
明します。 説明する ト ピッ クは以下のとおりです。

� Java 仮想マシン （JVM） のチューニング

� データベースのチューニング

� Power.Server! のチューニング

� HTTP および HTTPS サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン

Java 仮想マシン （JVM） のチューニング

この節では、 Java 仮想マシンで使用されるチューニング オプシ ョ ンについて説
明します。 Java 仮想マシンは、 すべての Power.Enterprise! ソフ ト ウェアの実行
で使用されます。Windows および UNIX システムでの JVM の引数のチューニン
グについて説明するほか、 メモリの使用、 および Power.Server! アクセスでの
ポート番号割り当てについても説明します。

Windows での JVM 引数の指定

power_enterprise_install\bin にあるファ イル applaunch.properties に、
Power.Map!、 Power.Manager!、 Power.Server!、 および DBWizard といった各ア
プ リ ケーシ ョ ン用のセクシ ョ ンが個別に用意されています。

例 :

[PowerMap]

install_dir="D:\Program Files\PowerE-3.1GA"
jvm_args="-Duser.dir=.-Dsun.java2d.noddraw  
-Dvalidationlist.dir=.\data\codes"
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jre_dir=.\jre

classpath=;.\lib\regional.jar;.\lib\activation.jar;
.\lib\mail.jar;.\lib\PowerMapper\ecm.jar;
.\lib\PowerMapper\hlvm.jar;
.\lib\hlmetadata.jar;.\lib\xml4j.jar;.\lib\standards.jar;
.\lib\mek.jar;.\jre\lib\ext\jhall.jar;.\lib\fesi.jar;
.\lib\fldapi.jar;.\lib\fldshared.jar;.\lib\hlcommon.jar;
.\lib\fldcommon.jar;.\lib\mekshared.jar;.\lib\fldrmi.jar;
.\lib\fldserver.jar;.\lib\PowerManager\ecm.jar;.\bin\resources;
.\bin\resources\msgd;.\lib\pipeline.zip;.\lib\edi.jar

connectors=.\connectors

database=.\database

standards=.\standards

imports=.\standards\import

JVM の引数を変更または追加するには、 jvm_args 行を変更して ください。

注意 : 他の値は変更しないでください。 アプ リ ケーシ ョ ンの動作に悪影響を与
える可能性があ り ます。

UNIX での JVM 引数の指定

UNIX プラ ッ ト フォームでは、 JVM の引数は Java アプ リ ケーシ ョ ンを呼び出す
スク リプ トの中で直接編集できます。 スク リプ トは、 ディ レク ト リ  
power_enterprise_install/bin および 
power_enterprise_install/powerapi に格納されています。

たとえば、 power_enterprise_install/bin にある  server_start.sh の内容
は次のとおりです。

. /home/fld/PE3.1VERYFINALGA/bin/power_env.sh

java -Xmx512m -Xms256m -Dfld.rmiregistry=true 
-Djava.security.policy=$INSTALLDIR/bin \
/resources/fld.policy
-Dvalidationlist.dir=./data/codes -Dfld.trace=false
-user.dir=$INSTALLDIR com.harbinger.fld.jtd.container.HLFLDServer
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JVM のメモリ消費

JVM で利用可能なメモ リ量の最小値および最大値は、標準的な JVM 引数である  
-Xms と  -Xmx でそれぞれ指定されます。大きなドキュ メ ン ト の変換でメモリ不足
エラーが発生した場合は、 メモリ量の最大値を増やしてからサーバを再起動して
ください。 デフォル ト では、 サーバは最少で 256 MB、 最大で 512 MB のメモリ
を使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされています。

サーバのポート番号

サーバでは、 ク ライアン ト からの通信および変換の要求のために 4 つのポート番
号が使用されます。 

これらの番号のうち  2 つは Power.Manager! の System Administration セクシ ョ ン
でコンフ ィグレーシ ョ ンされ、 RMI レジス ト リ を実行するポートに関係します。
必要に応じて、 ク ライアン ト通信および変換の要求のために 2 つの RMI レジス
ト リが使用可能にな り ます。 しかし、 デフォル ト では、 ポート  1099 番にある  1 
つのレジス ト リのみが使用されます。

残りの 2 つの番号は、 サーバがこれらの要求を リ スンする実際のポート を表しま
す。 デフォル ト では、 これらのポート番号は 2500 および 2501 です。 これらを変
更する方法は、スク リプト  powere.rmi.dcport および powere.rmi.apiport に 
2 つの JVM 引数を追加する こ とのみです。 これらのスク リプ トは、 それぞれ
デーモンの制御および変換 API の要求を行います。 次のよ うに引数を追加しま
す。

. /home/fld/PE3.1VERYFINALGA/bin/power_env.sh

java -Xmx512m -Xms256m -Dpowere.rmi.dcport=2597
-Dpowere.rmi.apiport=2598 -Dfld.rmiregistry=true
-Djava.security.policy=$INSTALLDIR/bin/resources/fld.policy
-Dvalidationlist.dir=./data/codes -Dfld.trace=false
-user.dir=$INSTALLDIR com.harbinger.fld.jtd.container.HLFLDServer

または

[PowerServer]
install_dir="D:\Program Files\PowerE-3.1GA-Server"
jvm_args="-Xmx512m -Xms256m -Dpowere.rmi.dcport=2597
-Dpowere.rmi.apiport=2598
-Djava.security.policy=.\bin\resources\fld.policy
-Dfld.trace=false -Duser.dir=.-Dpowere.rmi.internalregistry=true
-Dvalidationlist.dir=.\data\codes"
jre_dir=.\jre
classpath=;.\lib\regional.jar;.\lib\PowerServer\j2ee.jar;
.\lib\PowerServer\jcert.jar;.\lib\PowerServer\jnet.jar;
.\lib\PowerServer\jsse.jar;.\lib\PowerServer\sslj.jar;
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.\lib\PowerServer\jsafe.jar;.\lib\hlmetadata.jar;

.\lib\PowerServer\hlvm.jar;.\lib\serverrmi.jar;.\lib\xml4j.jar;

.\lib\fesi.jar;.\lib\mek.jar;.\lib\activation.jar;.\lib\mail.jar;
\jre\lib\ext\jhall.jar;.\lib\fldapi.jar;.\lib\fldshared.jar;
.\lib\fldserver.jar;.\lib\hlcommon.jar;.\lib\fldcommon.jar;
.\lib\standards.jar;.\lib\mekshared.jar;.\lib\pipeline.zip;
.\lib\ejalbert.jar;.\lib\fldrmi.jar;.\bin\resources;
.\bin\resources\msgd;.\lib\PowerServer\CertReqTool.jar;
.\lib\edi.jar
connectors=connectors
database=database
standards=standardsimports=standards\import

データベースのチューニング

データベース アクセスの情報は、 サーバ上 （特に、

power_enterprise_install/bin/resources） にある  
power_server.properties とい う フ ァ イルで保守されます。 ク ラ イアン ト が
サーバに接続する と、 この情報がク ラ イアン ト に提供されて、 同じデータベース

への接続ができるよ うにな り ます。 ファ イルに格納される情報は、 使用される
データベースの種類によって異な り、 以下のよ う な項目から成り ます。

db_userid Power.Enterprise! のテーブルを保持しているアカウン ト
のユーザ ID。

db_passwd Power.Enterprise! のテーブルを保持しているアカウン ト
のパスワード。

db_type 使用されているデータベースの種類。 sqlserver、

Oracle、 または db2 から選択。

no_dbconnections Power.Enterprise! からデータベースに対して実行されて
いるデータベース接続の数。

db_host データベースが実行されているホス トの名前。 このホス

トにサーバおよびク ラ イアン ト  マシンの両方からアクセ
スできる よ うにするには、 ホス ト名 （ク ラ イアン トに提

供される） を省略なしで指定。 
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以下の 3 つの節に、 Microsoft SQL Server、 Oracle、 および IBM DB2 のデータ
ベース用のファ イルの例を示します。

SQL Server の場合

#FLD Server Properties
#Thu Aug 30 12:03:49 GMT+01:00 2001
db_userid=fld2
db_passwd=fld2
db_type=sqlserver
no_dbconnections=5
db_host=greedo.man.harbinger.co.uk
db_server=fld2
db_dbname=fld2
db_port=1433

Oracle の場合

#FLD Server Properties
#Tue Sep 18 16:00:18 BST 2001
db_userid=fld8
db_passwd=fld8
db_type=Oracle
no_dbconnections=5
db_host=mace.man.harbinger.co.uk
db_server=fldWE8ISO
db_port=1521

db_server SQL Server および DB2 の場合は、
Power.Enterprise! のテーブルを含んでいるデータ
ベースの名前。 Oracle の場合は、 Power.Enterprise! 
のテーブルを含んでいる  Oracle のインスタンスの
名前。

db_dbname SQL Server および DB2 の場合は、
Power.Enterprise! のテーブルを含んでいるデータ
ベースの名前。 Oracle の場合は、 Power.Enterprise! 
のテーブルを含んでいる  Oracle のインスタンスの
名前。

db_port Power.Enterprise! のテーブルを含んでいるデータベース
が使用する  TCP/IP ポート。
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DB2 の場合

#FLD Server Properties
#Tue Sep 18 14:00:45 GMT+01:00 2001
db_userid=fld
db_passwd=fld
db_type=db2
no_dbconnections=5db_host=manuapartington
db_server=FLD
db_dbname=FLD
db_port=6789

Power.Server! のチューニング

この節では、 サーバが停止して、 サーバへの接続を確立できない状態でも  
Power.Manager! を使用してコンフ ィグレーシ ョ ンの変更を続行できる方法を説

明します。

1. [Power.Manager! Server Connection] ダイアログ  ボッ クスが表示されている と

きに、 左側のペイン （以前に接続したサーバの名前がリ ス ト されている場

所） を右ク リ ッ ク します。 ポップアップ メニューが表示されます。

2. [Connect to database] を選択します。 サーバのデータベース  コンフ ィ グレー

シ ョ ンが表示されます。

3. データベース接続を確立するために必要な指定をして、 サーバを介さずに

データベースに直接変更を加えます。

4. 設定の変更を済ませたら、 更新されたデータベースを使用してサーバを起動

するこ とができます。 この手順の詳細については、 『Power.Manager! User 
Reference Guide』 を参照して ください。
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HTTP および  HTTPS サーバのコンフ ィグレーシ ョ ン
HTTP および HTTPS サーバのコンフ ィグ
レーショ ン

socket.properties ファ イルを使用する と、HTTP および HTTPS サーバを低レ

ベルでコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 このファ イルは、 サーバのイ

ンス トール先ディ レク ト リの power_enterprise_install/bin/resources に
あ り ます。 設定の各パラ メータの説明も、 このファ イルに記述されています。 
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